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第14期遊佐町少年議会活動報告第14期遊佐町少年議会活動報告   ････････････････････ ････････････････････   4P4P
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「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります

高
齢
化
率
は
県
内
３
位

高
齢
化
率
は
県
内
３
位

　

本
町
の
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
、
い
わ
ゆ
る
「
高
齢
化
率
」

は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
37
・
２

％
と
な
り
、
県
内
で
３
番
目
に
高
い
状
況

で
す
。
平
成
37
年
に
は
団
塊
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
や
高
齢
者
夫
婦

の
み
の
世
帯
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の

一
人
ひ
と
り
の

自
立
を
支
援

自
立
を
支
援

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
町

で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
介
護
保
険
制
度
等
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
助
け
合
い
な
ど
、
社
会
全
体
で
高

齢
者
を
支
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た

高
齢
者
自
身
も
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
家

で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
続
け
る
た
め
、

介
護
が
必
要
と
な
る
状
態
を
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

平
成
27
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ

れ
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
（
以
下
総
合
事
業
）」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
総
合
事
業
は
町
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
事
業
で
、
そ
の
人
の
心
身
機
能
や

生
活
上
の
課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、
解

「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります

～いつまでも自立した生活へ～～いつまでも自立した生活へ～

　これまで介護保険の予防給付として行われていた「訪問介護」「通所介護」が、町独自の事業にな
ります。また総合事業は、地域包括支援センターが実施する「基本チェックリスト」の判定を受け、
該当した場合、申請から１～２週間でサービスを利用することができます。

●総合事業では何が変わるの？

現在の介護保険制度 4月からの介護保険制度
介　護　給　付

要介護認定１から５を受けた方
に行われる居宅介護や施設介護

予　防　給　付
要支援認定１・２を受けた方

へのサービス
訪問看護、福祉用具貸与、
訪問・通所リハビリ　他　

※これまでどおり、サービスを受
　けるには要介護認定が必要です。

変
更
な
し

※これまでどおり、サービスを受
　けるには要支援認定が必要です。

変
更
な
し

介護予防・生活支援サービス事業
＊訪問型サービス
＊通所型サービス

変
更
あ
り

訪問介護（ホームヘルプサービス）
通所介護（デイサービス）
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決
の
た
め
の
目
標
を
た
て
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
本
人
が

主
体
的
に
利
用
し
て
い
け
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
遊
佐
町
で
は
平
成
29
年

４
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

総
合
事
業
っ
て

総
合
事
業
っ
て

ど
ん
な
事
業
？

ど
ん
な
事
業
？

　

総
合
事
業
は
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）
や
通
所
型
サ
ー

ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
行
う
「
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
、

介
護
予
防
の
た
め
の
教
室
や
住
民
主
体
の

通
い
の
場
の
立
ち
上
げ
支
援
な
ど
を
行
う

「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
の
２
事
業
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
」

　

現
在
要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
が
利
用
す
る
訪
問
介
護
や
通
所
介

護
は
、
こ
の
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
」
に
移
行
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
町
独
自
の
基

準
に
基
づ
き
、
利
用
料
や
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
軽
減
し
た
も
の
で
す
。
要
支
援
認
定
の

更
新
時
期
が
来
た
方
か
ら
、
順
次
移
行
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
は
、
65
歳
以
上
の
方
で
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
該
当
す
れ
ば
、
要
介
護

（
支
援
）
認
定
を
受
け
な
く
て
も
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
福
祉
用
具
の
貸
与
や
住
宅
改

修
な
ど
を
ご
希
望
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
要
介
護（
支
援
）認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
１
以
上
に

認
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、「
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

②
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」

　

「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
介
護
予
防
の
普
及
・
啓

発
や
、
介
護
予
防
事
業
に
携
わ
る
人
材
の

育
成
や
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に

は
現
在
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
「
い
き
い

き
百
歳
体
操
」
や
、
ゆ
っ
た
り
健
康
サ
ロ

ン
、
健
康
教
室
な
ど
が
あ
り
、
65
歳
以
上

の
す
べ
て
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も

自
立
し
た
暮
ら
し
へ

自
立
し
た
暮
ら
し
へ

　

町
で
は
今
後
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
っ
て
く
れ
る

「
担
い
手
養
成
講
座
」
な
ど
も
行
い
、
元

気
な
高
齢
者
が
社
会
参
加
で
き
る
機
会
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
ま
で

も
自
立
し
た
、
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
問
／
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　
　

☎
28

－

８
２
５
１

『総合事業』の利用の流れ（　　　　　　　）これまで介護保険サービスを
利用していなかった人

65歳以上ですか？

要支援
１・２の方 非該当の方

生活機能の低下
がみられる方
（事業対象者）

元気な高齢者

要介護認定を申請

地域包括支援センターまたはケアマネジャ
ーによる介護予防ケアマネジメントを実施

介護保険の介護予防サービス
が利用できます

・訪問看護
・通所リハビリ
・福祉用具貸与　他

新しい総合事業

地域包括支援センターまたはケアマネジャ
ーによる介護予防ケアマネジメントを実施

基本チェックリストによる確認

事業の利用を希望する方は、地域包括支援センター、健康福祉課介護保険係
または担当するケアマネジャーにご相談ください。

介護予防・生活支援サービス事業
が利用できます

・訪問型サービス
・通所型サービス

一般介護予防事業
が利用できます

・介護予防事業
・いきいき百歳体操　他

はい
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第14期遊佐町少年議会 平成28年度

少年町長　今野 麻未（遊佐高2年）
少年議長　冨樫 未来（遊佐高2年）
少年議員　齋藤 愛彩（遊佐中2年）　石垣 千里（遊佐中3年）
　　　　　今井 愛美（遊佐高1年）　日下 瑠唯（遊佐高1年）
　　　　　佐藤 乃綾（遊佐高1年）　藤原 　鈴（遊佐高1年）
　　　　　森谷 龍大（遊佐高2年）　池田 泰基（遊佐高3年）
　　　　　佐藤 真耶（酒田西高3年）

ユザミュージックフェスティバル

遊佐町大図鑑 ～おもしぇイベントいっぺ載ったぞ～

　11月６日㈰に生涯学習センターホールで開催し、今年も、庄
内を中心に活躍する団体・個人8組が出場しました。
　明るく元気なダンスを披露した「遊’s & 元気王国」、「よなよ
なウクレレ倶楽部」や個人で活動する「コンノフミヤ」「榊原可織」
など、遊佐町で活躍する皆さんから多数出演していただきました。
子どもから大人まで幅広い年代が楽しめるイベントとなり、約
230名が来場し、盛大に行われました。

　ミュージックフェスティバルのために、少年議会
メンバーで協力して出場者募集ポスターから、看板、
プログラム、タイムスケジュール、台本などを作成
しました。また、宣伝活動としてチラシ配りなども
行いました。今年も多くの人に楽しんでもらえるイ
ベントとなり、大成功で終えることができました。

　第14期少年議会では遊佐町のＰＲ企画として、「遊佐町大図鑑～おも
しぇイベントいっぺ載ったぞ～」を作成しました。
　少年議会アンケートに「遊佐町をもっとＰＲしてほしい」という意見
が多数ありました。その意見に注目し、今までにない遊佐町をＰＲする
方法はないか協議しました。その結果、「遊佐町のイベントを一括で確認
できる方法があれば便利。冊子にして見やすくまとめよう」となりました。
　少年議会では遊佐町大図鑑を完成させるため、10回の全員協議会を要
しました。第14期の集大成となる政策です。ぜひ、多方面でご活用くだ
さい。

町内イベントに参加しました！
◇ 町民盆踊り大会　◇ 奥の細道鳥海ツーデーマーチ　◇ 鳥海山神鹿角切祭など
他にも様々な事業に協力しました!!
◇ 選挙啓発活動　◇ ふるさとＣＭ出演　◇ 交通安全啓発活動など

▲出演者も楽しめるイベント

▶
進
行
を
す
る
少
年
議
員
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佐　藤　真　耶（酒田西高校３年）
　私が１番心に残っていることは、「遊佐町大図鑑」
です。この政策は遊佐町を知ってもらいたいと思い、

発想からレイアウトまで一から全て作りました。この政策には少年議
会の中で、多くの時間を費やし大変なことも多かったですが、そのお
かげで予想していたものよりもはるかに完成度の高い冊子ができまし
た。ぜひ皆さんにも見て、読んで、遊佐町を知って、好きになって欲
しいです。多くのことを学び、思い出深いあっという間の１年間でした。

少年副議長

冨　樫　未　来（遊佐高校２年）
　ツーデーマーチのスタッフとして参加したことで
す。少年議会では、出発式のエールを担当してく

れた皆さんに喜んでもらえたことが嬉しかったです。２日目も、ス
タッフとして参加し、野点の手伝いや少年議員の仲間とさまざまな
話ができ仲良くなれたと思うのでとても楽しい２日間になりました。

少 年 議 長

石　垣　千　里（遊佐中学校３年）
　私が今季１番心に残ったことは、「第６回ミュー
ジックフェスティバル」です。出演者の募集からス

テージの看板づくりまで、準備をがんばりました。さらに今年は、
遊佐中学校執行部の協力も得て、被災地への募金活動も一緒に行
いました。少年議員のメンバーや地域の皆さんと絆が深まった良い
企画だったと思います。とても楽しかったです！！

少 年 議 員

齋　藤　愛　彩（遊佐中学校２年）
　日々の全員協議会です。今回初めて少年議会で
活動してきたなかで、政策やイベントなどが心に残

っているというのはもちろんですが、日々の全員協議会での話し合
いや製作、また他のメンバーとの交流がいつも楽しく、私にとって
１番心に残る充実した思い出となりました。

少 年 議 員

日　下　瑠　唯（遊佐高校１年）
　「町内めぐり」です。中学校まで酒田だったた
め遊佐町にはほとんど来ることが無く、あまり遊

佐町について知らなかったので、この町内めぐりで遊佐町の良いと
ころを知ることができたので友達を案内したいです。また、遊佐町
にはいろいろな魅力があることを知ることができたので良かったで
す。

少 年 議 員

今　井　愛　美（遊佐高校１年）
遊佐町巡りに行ったことです。遊佐町を巡ってみて、
遊佐町に住んでいる私でも今まで気づかなかった

遊佐町の良い所を見つけることができました。少年議員みんなで良
い所と改善すべき点を見つけることができて良かったと思います。
とてもいい経験をすることができました。

少 年 議 員

藤　原　　　鈴（遊佐高校１年）
　私が、1年間の活動を通して1番思い出に残っている
事は「ミュージックフェスティバル」を開催した事です。

たくさんの人が興味を持って、見にきてくれるようなポスターを作って各店
舗へ配りに行ったり、本番前日は会場の準備・リハーサルをしたりと、とて
も大変な作業が多かったのですが、本番当日はたくさんの観客にきていた
だき、楽しんで貰う事ができたと思います。この1年は、遊佐町について深
く知り、少年議員のみんなと楽しく活動できてとても充実した１年間でした。

少 年 議 員

佐　藤　乃　綾（遊佐高校１年）
　ツーデーマーチでスタッフとして参加させていた
だいたことです。出発式の時や参加者の方にお茶

を配った時に「ありがとう」と言っていただけたことがとても心に残
っています。米～ちゃんの案内をしたり、たくさんの人と触れ合った
り会話をすることができたので良い思い出になりました。

少 年 議 員

池　田　泰　基（遊佐高校３年）
　鳥海山神鹿角切祭で鹿の角を切ったことです。
私が神鹿角切祭で鹿の角を切るのは一昨年に続き

２回目です。一昨年はあまり上手に切ることができなかったので、
そのリベンジの意味も込めて今年参加しました。一度経験したとい
うこともあり、一昨年よりは簡単に切ることができましたが、それ
でも角を切ることは大変でした。普段なかなかできない体験なので、
１番心に残っています。

少 年 議 員

森　谷　龍　大（遊佐高校２年）
　町内盆踊り大会に参加したことです。初めて少
年議員としての大きなイベントで緊張しましたが、

みんなで楽しく参加することができました。経験もなくわからなか
ったのですが、周囲の人から教えてもらいながら踊ることができて
とても良い経験をすることができました。

少 年 議 員

今　野　麻　未（遊佐高校２年）
　東北公益文科大学、酒田おもてなし隊の駅から
ハイキングに参加したことです。酒田おもてなし隊

の皆さんは、私たちと歳があまり変わらないのに、あれだけイベン
トをスムーズに進めることができ、そのイベントに興味を持ってい
る方や、他の地域、県からたくさんの人を集めることができるのは
本当にすごいと思いました。とても充実した１日となりました。

少 年 町 長

１年間の少年議員の活動への１年間の少年議員の活動への

ご支援、 ありがとうございました！ご支援、 ありがとうございました！

活動を終えて 今期１番今期１番
心に残っていることは？心に残っていることは？
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【作成の対象となった会計】

平成 27年度

借　方

貸　方

資産合計　473 億 8,674 万

負債・純資産合計　473 億 8,674 万

公共資産 422億1,039万
有形固定資産 421億6,561万

　①生活インフラ・
　　国土保全部門 171億9,241万

　②教育部門 108億　727万
　③福祉部門 8億1,849万
　④環境衛生部門 47億5,909万
　⑤産業振興部門 47億1,091万
　⑥消防部門 8億1,729万
　⑦総務部門 30億6,015万
売却可能資産 4,478万

国県補助金等 104億 297万

一般財源等 198億9,461万

資産評価差額 ▲1,766万

純資産合計

302億7,992万
負債合計

171億　682万

投資等 15億　292万
投資及び出資金 1億8,107万
貸付金 1億5,453万
基金 11億2,245万

　内訳
　①特定目的基金
　②土地開発基金
　③定額運用基金

9億2,685万
1億3,300万
6,260万

その他 4,487万

流動資産 36億7,343万
現金・預金 32億8,159万

　内訳
　①財政調整基金
　②減債基金
　③歳計現金

17億9,728万
3億8,970万
10億9,461万

未収金 3億9,184万

　①地方税
　②その他
　③回収不能見込額

1,440万
3億7,744万

0万

固定負債 156億3,935万
地方債 143億2,317万

長期未払金 7,830万

引当金
　①退職給与引当金

12億3,788万
12億3,788万

その他 0万

流動負債 14億6,747万
翌年度償還予定額 10億5,850万

翌年度繰上充用金 0万

その他 4億 897万

売却可能資産は、町有地等のうち売却
可能な宅地（青葉台住宅団地・遊佐西
部工業団地）を計上しました。

資産を得るために支払いが済んだ額 負債合計のうち95億6,587
万円は国が負担する借金

在職している職員が全員退
職したと仮定した場合の退
職金総額

町の借金のうち翌年度（平成
28年度）に返済する分

未収金のその他は、上水道・下水道・国民
健康保険料などです。国からの補助金のう
ち翌年度に町に入金される分も含まれます。

町の借金のうち翌々年度（平
成29年度）以降に返済する分

遊佐町のバランスシート
　財産と負債の関係を明らかにする「バランスシート」は、決算とあわせて、町の財政状況を見るための大
切な指標です。資産の状態を公表し、さらなる町財政の健全化をめざします。

一般会計　　国民健康保険特別会計　　簡易水道特別会計　　公共下水道事業特別会計
地域集落排水事業特別会計　　介護保険特別会計　　後期高齢者医療特別会計　　水道事業会計



7 ● 2017. 3. 1 広報ゆざ

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
町
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
保
有
し
て
い
る

財
産
（
資
産
）
と
、
そ
の
財
産
を
ど
の
よ

う
な
財
源
（
負
債
・
純
資
産
）
で
ま
か
な

っ
て
き
た
か
を
対
比
し
た
一
覧
表
の
こ
と

で
、
借
方
、
貸
方
の
金
額
が
一
致
し
て
い

る
（
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
）
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
ま
す
。
財
産
や

負
債
の
変
動
の
傾
向
を
見
る
上
で
大
変
参

考
に
な
る
財
務
資
料
で
す
。

　

作
成
の
対
象
と
な
る
の
は
普
通
会
計
の

ほ
か
、
企
業
会
計
と
六
つ
の
特
別
会
計
で

す
。町

の
財
産
の
総
額
「
借
方
」

　

右
ペ
ー
ジ
上
段
の
「
借
方
」
は
「
資
産

の
価
値
」
を
示
し
て
お
り
、
町
が
保
有
す

る
財
産
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
土
地
や
建
物
な
ど
の
「
有

形
固
定
資
産
」
で
、
役
場
庁
舎
、
学
校
や

道
路
、
遊
楽
里
な
ど
の
ほ
か
、
上
水
道
や

下
水
道
も
含
ま
れ
ま
す
。「
流
動
資
産
」は
、

歳
入
と
し
て
計
上
さ
れ
る
現
金
や
預
金
の

こ
と
で
す
。

町
の
負
債
額
「
貸
方
」

　

右
ペ
ー
ジ
下
段
の
「
貸
方
」
は
、
資
産

を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
こ
れ
か
ら
支
払

う
金
額
「
負
債
」
と
、
そ
の
う
ち
す
で
に

支
払
っ
た
も
の
で
あ
る
「
純
資
産
」
を
足

し
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

負
債
額
は
返
済
で
減
り
、
借
入
で
増
え

る
も
の
で
、
返
済
の
時
期
に
よ
り
「
固
定

負
債
」
と
「
流
動
負
債
」
の
２
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

資
産
と
負
債
の
増
減

　

建
物
な
ど
の
資
産
が
、
年
数
の
経
過
な

ど
に
よ
り
価
値
が
減
少
す
る
こ
と
を
減
価

償
却
と
い
い
ま
す
。
資
産
の
価
値
が
減
少

す
る
と
、
純
資
産
の
価
値
も
下
が
り
ま
す
。

た
だ
し
、
同
じ
資
産
で
も
土
地
の
価
値
は

下
が
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
道
路
や
建
物
な
ど
を
整
備
し

な
け
れ
ば
借
金
は
生
じ
ま
せ
ん
が
、
減
価

償
却
で
資
産
の
価
値
と
負
債
が
下
が
り
、

最
終
的
に
土
地
の
価
値
だ
け
が
資
産
と
純

資
産
に
残
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
今
後
も
適
正
な
財
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
問
／
総
務
課
財
政
係

　
　
　

☎
72

－

５
８
８
０

項　　目 Ｈ15 Ｈ20 Ｈ26 Ｈ27 増減
27-26 説　　明

住民一人あたり比較（万円）

【対象額／当該年度末住基人口】

資 産 額 231.5 271.6 321.9 325.4 3.5
資産額＝負債額＋純資産額

貸借対照表の資産・負債・純資産を
各年度末住民基本台帳人口で除した
もので、住民一人あたりで算出する
ことにより分かりやすい情報である
とともに、他団体との比較が容易に
なります。本町では負債の増加を抑
えながら資産形成を図ってきたとい
えます。

負 債 額 101.9 111.7 117.2 117.5 0.3

純資産額 129.6 159.9 204.7 209.4 4.7

純資産比率（％）

【純資産合計／負債・純資産合計＊100】
56.0 58.9 63.6 63.9 0.3

これまでの世代の社会資本形成の負
担額。企業会計の自己資本比率に相
当し、高いほど財政が健全であると
いわれています。

社会資本形成の現世代負担比率（％）

【純資産合計／公共資産合計＊100】
61.8 65.7 71.0 71.7 0.7 世代間負担の指標。資産(有形固定

資産)の財源が「負債」か「純資産」
によるのか、依存割合を見るもので、
現世代負担比率が高く、将来世代負
担比率が低いほど後世代の負担は少
ないといえます。

社会資本形成の将来世代負担比率（％）

【負債合計／公共資産合計＊100】
48.6 45.9 40.6 40.5 ▲ 0.1

地方債対有形固定資産比率（％）

【地方債（翌年度含む）／公共資産合計＊100】
43.9 42.6 37.0 36.4 ▲ 0.6

負債の地方債残高と有形固定資産と
の比率から、将来の世代が負担すべ
き割合を示したもので、比率は低い
ほど良いといえます。

バランスシートの指標
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町
の
財
務
状
況
を
示
す
表

　

財
務
４
表
と
は
、
地
方
公
会
計
制
度
の

一
環
と
し
て
、
内
部
で
の
財
政
管
理
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
財
務
状
況
を
外
部
へ

わ
か
り
や
す
く
開
示
す
る
こ
と
を
目
的
に

作
成
さ
れ
る
、
地
方
公
共
団
体
の
４
つ
の

財
務
諸
表
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
掲
載
し
た
財
務
４
表
は
、
一
般
会

計
の
み
を
対
象
に
要
約
し
て
作
成
し
た
も

の
で
す
。
一
つ
の
決
算
情
報
を
４
つ
の
視

点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
財

政
状
況
を
更
に
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
４
表

を
一
度
に
ま
と
め
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
表
が
お
互
い
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が

良
く
わ
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
要
約
し
て
い
な
い
本
来
の
姿
の

財
務
４
表
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
説
明

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表
の
見
方

①
貸
借
対
照
表

　

会
計
年
度
末
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体

の
財
政
状
態
（
資
産
保
有
状
況
と
財
源
調

達
状
況
）
を
表
す
財
務
書
類
で
、
前
ペ
ー

ジ
で
示
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
同
様
の

も
の
で
す
。
こ
の
表
で
は
、
ど
の
よ
う
な

資
産
を
ど
の
よ
う
な
負
担
で
形
成
さ
れ
た

か
が
わ
か
り
ま
す
。

※
財
務
４
表
で
は
一
般
会
計
の
み
を
対
象

と
し
て
い
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

一
年
間
の
行
政
活
動
に
要
し
た
経
費
と

そ
の
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
受
益
者
負

担
額
が
わ
か
る
表
で
、
企
業
会
計
に
お
け
る

損
益
計
算
書
に
近
い
財
務
書
類
で
す
。
一
会

計
期
間
に
お
け
る
、
資
産
形
成
を
伴
わ
な
い

経
常
的
な
行
政
活
動
に
伴
う
純
経
常
費
用

（
純
経
常
行
政
コ
ス
ト
）
を
表
し
て
い
ま
す
。

③
純
資
産
変
動
計
算
書

　

一
会
計
期
間
に
お
い
て
、
貸
借
対
照
表

の
純
資
産
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
る
各
項

目
が
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
か
を
表
す
財

務
書
類
で
す
。
純
資
産
変
動
計
算
書
で
は
、

過
去
お
よ
び
現
世
代
の
負
担
で
あ
る
純
資

産
の
変
動
内
容
が
わ
か
り
ま
す
。

④
資
金
収
支
計
算
書

　

一
会
計
期
間
に
お
け
る
、
地
方
公
共
団

体
の
行
政
活
動
に
伴
う
現
金
等
の
資
金
の

流
れ
を
性
質
の
異
な
る
三
つ
の
活
動
に
分

け
て
表
し
た
財
務
書
類
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

・
フ
ロ
ー
計
算
書
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

資
金
収
支
計
算
書
で
は
、
一
年
間
の
歳

計
現
金
の
出
入
り
と
そ
の
収
支
の
性
質
ご

と
の
情
報
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
付
属

す
る
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
）
に
関
す
る
情
報
は
、
町
債
発

行
に
よ
る
収
入
を
除
い
た
歳
入
と
、
町
債

の
元
利
償
還
額
を
除
い
た
歳
出
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
る
も
の
で
す
。

財務４表を公表します
　遊佐町では平成12年度からバランスシートを作成していますが、平成23年度から
他の３表を加え、地方公共団体の財務諸表である財務４表として公表しています。

健全化判断比率とは
　平成19年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき公表しなければならない４つの指
標のことをいいます。このうち１つでも基準値以上となった場合は、財政健全化計画を定める必要があります。

財政健全化法による健全化判断比率
決算年度

区　　分
Ｈ19
年度

Ｈ20
年度

Ｈ21
年度

Ｈ22
年度

Ｈ23
年度

Ｈ24
年度

Ｈ25
年度

Ｈ26
年度

Ｈ27
年度 説　　　明 早期健全

化基準
財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 － － － － － － － － －
一般会計等の赤字をの程度を指標化し、
財政運営の深刻度を示すもの。遊佐町
は黒字なので数値としては表れない。

15.0 20.0

連結実質赤字比率 － － － － － － － － －
全会計の赤字や黒字を合算し、町全体と
しての運営の深刻度を示すもの。遊佐町
は黒字なので数値としては表れない。

20.0 40.0

実質公債費比率 13.2 12.6 11.8 11.4 10.5 9.8 9.2 9.0 8.4
借入金等の額が、町税・交付金・交付税
など、町の一般財源となる収入額に対し
てどの程度の割合であるかを示すもの。

25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 150.6 125.7 102.7 79.4 77.7 63.1 47.5 50.8 39.5
将来支払っていく可能性のある負担等
を指標化し、将来財政を圧迫する可能
性が高いかどうかを示すもの。

350.0

※「H27年度」欄の比率は、H27年度決算に基づきH27年度に算出した数値です。

単位：％
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平成27年度決算に基づく遊佐町の財務４表要約版（普通会計）

⑴ 貸借対照表（平成28年3月31日現在） （単位：千円）

⑵ 行政コスト計算書
　 H27.4.1～ H28.3.31　　　　　　　（単位：千円）

【参考】普通会計決算額　　　　　（単位：千円）

⑶ 純資産変動計算書
　 H27.4.1～ H28.3.31　　　　（単位：千円）

⑷ 資金収支計算書
　 H27.4.1～ H28.3.31　　　　（単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部
１．公共資産
　⑴ 有形固定資産
　⑵ 売却可能資産

２．投資等
　⑴ 投資及び出資金
　⑵ 貸付金
　⑶ 基金等
　⑷ その他

３．流動資産
　⑴ 現金預金
　　　(うち歳計現金
　⑵ 未収金

25,303,496
44,782

389,374
154,529
1,122,450
44,864

2,098,775
382,923）
249,551

１．固定負債
　⑴ 地方債
　⑵ 長期未払金
　⑶ 退職手当引当金
　⑷ その他

２．流動負債
　⑴ 翌年度償還予定地方債
　⑵ その他

負債合計

7,283,654
78,298

1,085,339
0

575,262
357,591

9,380,144
純 資 産 の 部

純資産合計 20,027,677

資　産　合　計 29,407,821 負債及び純資産合計 29,407,821

経　常　費　用 6,799,632
１．人にかかるコスト
　⑴ 人件費
　⑵ 退職手当引当金繰入等

２．物にかかるコスト
　⑴ 物件費
　⑵ 維持補修費
　⑶ 減価償却費

３．移転支出的なコスト
　⑴ 社会保障給付
　⑵ 補助金等
　⑶ 他会計への支出
　⑷ その他

４．その他のコスト
　⑴ 支払利息
　⑵ その他

1,051,852
63,976

875,606
83,313

1,116,280

837,951
1,488,925
1,119,949
82,301

84,154
▲ 4,675

経　常　収　益 155,279
使用料・手数料等 155,279

純経常行政コスト
（経常費用－経常収益） 6,644,353

平成26年度 歳入決算額
　　〃 歳出決算額
　　〃 形式収支　　①
平成27年度 歳入決算額　②
　　〃 歳出決算額　③
　　〃 形式収支　　④

7,589,381
7,199,034
390,347
8,781,818
8,398,895
382,923

期首純資産残高 19,984,438
純経常行政コスト
財源調達
１．一般財源
　⑴ 地方税
　⑵ 地方交付税
　⑶ その他
２．補助金等受入
３．その他(災害復旧等)

▲ 6,644,353

1,279,168
3,473,392
1,049,148
1,812,673
▲ 926,789

期末純資産残高 20,027,677

１．経常収支
２．公共資産整備収支
３．投資・財政的収支

1,902,292
▲ 430,819
▲ 1,478,897

当年度歳計現金増減額 ▲ 7,424
期首歳計現金残高　①
期末歳計現金残高　④

390,347
382,923

【基礎的財政収支に関する情報】

　収入総額　②－①
　地方債発行額
　支出総額　③
　地方債元利償還額
　財調・減債基金増減額

8,391,471
▲ 916,100
▲ 8,398,895

859,585
2,647

基礎的財政収支 ▲ 61,292

※上記①～④の内訳
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　就職・転勤・進学等で引っ越しの多い春。種々の異動手続きについてご案内します。
　住民票の住所の異動届は、国民健康保険・国民年金・選挙人名簿（18歳以上の方）への登録などにつながる
大切な手続きです。町民課窓口で受付しています。ご不明の点がありましたら遠慮なくお問い合わせください。
●問／町民課町民係　☎72‒5885

　窓口で本人確認を行っています。
　第三者が本人になりすまして、戸籍の届出や税の証明を取得したりする犯罪が発生し、被害を受ける
人が出ています。そのため、届出や証明書の交付申請をされる方の本人確認を行っています。本人確認
ができないときは、証明書を交付することができませんのでご了承ください。

国民健康保険についての届出　　●問／健康福祉課国民健康保険係　☎72‒5875

●引越しなどで住所が変わったとき

●国民年金についての届出　●問／町民課町民係　☎72‒5885

●就職や退職などで、健康保険・年金に異動のある方

「◆」は、すべての方が必要です。「◇」は該当する方のみ必要です。

転　出　届 転　入　届 転　居　届
遊佐町から他の市町村へ引っ越しする方
◆印鑑　
◆本人確認書類（運転免許証等）
◇印鑑登録証
◇国民健康保険証
◇後期高齢者医療保険証
◇介護保険証
◇予防接種のしおり
◇子育て支援医療証
◇ひとり親家庭等医療証
◇重度心身障がい者（児）医療証
◇高齢受給者証
◇住民基本台帳カード
◇在留カード（外国人の方）

他の市町村から遊佐町へ引っ越してきた方
◆印鑑　
◆本人確認書類（運転免許証等）
◆転出証明書
◆通知カード又は個人番号カード
◇年金手帳
◇介護保険受給資格証明書
◇身体障がい者手帳
◇健康保険証（退職した方は、離職票
や被保険者資格喪失連絡票等）
◇住民基本台帳カード
◇在留カード（外国人の方）

遊佐町内で引っ越しした方
◆印鑑　
◆本人確認書類（運転免許証等）
◆通知カード又は個人番号カード
◇国民健康保険証
◇後期高齢者医療保険証
◇介護保険証
◇子育て支援医療証
◇ひとり親家庭等医療証
◇身体障がい者手帳
◇年金手帳
◇重度心身障がい者（児）医療証
◇高齢受給者証
◇住民基本台帳カード
◇在留カード（外国人の方）

転入・転出・転居の届出は、ご本人でなくても、同じ世帯の方であれば、代理で届出することができます。親族であっても、
別世帯の方が届出するときは、ご本人からの委任状が必要です。

就職等により厚生・共済年金に
加入したとき
◆窓口に来られた方の本人確認書類
（運転免許証等）
◆年金手帳
◆国民健康保険証
◆勤務先の健康保険証

退職等により厚生・共済年金で
なくなったとき
◆窓口に来られた方の本人確認書類
（運転免許証等）
◆年金手帳
◆離職日を確認できるもの
（離職票など）

扶養されている妻（夫）で夫（妻）が
離職したとき
◆窓口に来られた方の本人確認書類
（運転免許証等）
◆年金手帳
◆離職日を確認できるもの
（離職票など）

◆世帯主及び該当する方の通知カード又は個人番号カード
◆窓口に来られた方の本人確認書類（運転免許証等）
・退職した、または健康保険の扶養家族に該当しなくなったとき
　◆印鑑　◆健康保険をやめたことがわかる証明書（離職票等）、または扶養家族に該当しなくなったことがわかる証明書
・勤務先の健康保険に加入した、または健康保険の扶養家族に該当したとき
　◆印鑑　◆国民健康保険証　◆勤務先から受け取った健康保険証
・進学して他の市町村に引っ越し、学生用の国民健康保険証が必要になったとき
　◆印鑑　◆国民健康保険証
　◆在学証明書（入学前で在学証明書が交付されないときは合格通知書。入学後に在学証明書を提出してください。）
・学生用の国民健康保険に該当しなくなったとき
　◆印鑑　◆学生用の国民健康保険証　◆卒業証明書、退学証明書、在学期間証明書のいずれか（卒業または退学の場合）
　◆勤務先の健康保険証（就職の場合）

引越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！



11 ● 2017. 3. 1 広報ゆざ

　

今
回
は
、
水
と
文
化
の
深
い
か
か
わ

り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
不
可
欠
な

資
源
で
す
。
私
た
ち
は
、
水
が
無
け
れ

ば
、
生
物
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
だ
け
で
な
く
ヒ
ト
し
て
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
古
く
か
ら
水
と
さ
ま
ざ
ま
に
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
水
の
在
り
方

は
地
域
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
り
、
水
の

少
な
い
地
域
も
あ
れ
ば
、
洪
水
が
繰
り

返
し
発
生
す
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
地
域
の
水
の
在
り
方
が
、
私

た
ち
の
水
に
対
す
る
概
念
や
認
識
を
決

定
づ
け
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
信

仰
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
様
式
・
社

会
様
式
に
影
響
し
ま
す
。
こ
の
た
め
水

と
の
か
か
わ
り
方
は
、
文
化
の
基
盤
の

一
つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国

土
庁
は
１
９
９
９
年
に
、
人
々
が
水
を

上
手
に
活
用
し
、
ま
た
水
を
制
す
る
中

で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
生
み
出
さ
れ

て
き
た
有
形
・
無
形
の
文
化
や
伝
統
を

「
水
文
化
」
と
し
、
各
地
域
は
、
そ
れ

ぞ
れ
個
性
的
な
水
文
化
を
有
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
水
文
化
に
は
、
祭
事
や
信

仰
、
伝
統
工
芸
、
水
車
や
堰
等
の
施
設

な
ど
の
ほ
か
、
水
に
か
か
わ
る
生
活
様

式
や
子
ど
も
の
水
遊
び
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

鳥
海
山
地
域
や
飛
島
で
も
、
多
様
な

水
文
化
を

み
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。
例
え

ば
、
遊
佐

町
に
あ
る

丸
池
様
の

よ
う
に
水

域
を
信
仰

の
対
象
に

し
た
り
、

湧
水
を
生
活
用
水
に
用
い
た
り
、
に
か

ほ
市
上
郷
の
温
水
路
や
遊
佐
町
の
神か

み

こ泉

の
水
の
よ
う
な
水
舟
を
設
け
た
り
、
農

業
や
発
電
、
水
産
業
に
利
用
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
暮
ら
す
地
域
に
、

ど
の
よ
う
な
水
文
化
が
培
わ
れ
て
き
た

か
を
見
直
す
こ
と
で
、
地
域
へ
の
理
解

と
と
も
に
愛
着
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

《
第
27
回
》

水
と
文
化
の
か
か
わ
り

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る 

水
と
命
の
循
環
」

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク　

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

秋田大学教育文化学部
教授

林　　武司氏

　

京
都
市
役
所
で
農
業
技
術
職
と
し
て
、

農
家
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
の
は
、

〝
京
都
〞
そ
の
も
の
に
魅
力
を
感
じ
、

ま
た
、
就
職
活
動
中
に
〝
京
野
菜
〞
に

出
会
い
、
京
都
市
で
行
わ
れ
て
い
る
農

業
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ

た
た
め
で
す
。

　

入
庁
し
て
か
ら
３
年
間
は
、
酒
米
や

日
本
酒
の
消
費
拡
大
の
た
め
、
地
産
地

消
の
酒
造
り
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

酒
米
の
栽
培
研
修
会
や
市
民
が
参
加
す

る
酒
造
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
・
実

施
す
る
中
で
、
地
域
の
農
家
や
酒
蔵
、

大
学
な
ど
と
多
く
の
つ
な
が
り
を
得
る

第11回

こ
と
が
で
き
、
今
後
の
財
産
を
築
く
こ

と
が
で
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
人
が
あ
っ
た
か
く
、
自
然
が

多
く
、
美
味
し
い
も
の
も
多
い
遊
佐
町

が
大
好
き
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
祖
父

母
と
一
緒
に
田
ん
ぼ
や
山
に
行
く
機
会

が
多
く
、
自
然
と
共
に
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
の
仕
事
に
就
く
き
っ
か
け
は
、

遊
佐
町
で
過
ご
し
た
18
年
が
与
え
て
く

れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
、
出
会
っ
た
人
と
の
つ

な
が
り
な
ど
を
い
つ
か
遊
佐
町
に
還
元

し
た
い
で
す
。

ま
た
、
遊
佐

町
の
応
援
隊

と
し
て
、
関

西
の
方
に
も

こ
の
ま
ち
の

良
さ
を
積
極

的
に
伝
え
て

行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。

京都市産業観光局
農林振興室農政企画課
田中　　優さん

（宿町）
平成元年３月生

人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
い
ま
す

現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
想
ひ
想
ひ
び
と
び
と

遊
佐
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

神
か み こ

泉の水の水舟

日本酒づくりイベントの様子
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いじめに関する多くの意見が出されました

　平成28年11月３日に秋の叙勲受章者が発表
され、青山元也さん（青塚）が瑞宝単光章を
受章しました。
　青山さんは昭和36年に遊佐町消防団に入団。
平成６年からは分団長に任命され、35年の永
きにわたる遊佐町の火災予防や消防水利拡充、
消防団員育成、火災現場における活躍が評価
されました。

　２月９日、生涯学習センターで第２回遊佐町
青少年育成協議会が開催されました。協議会で
は、子育てフォーラムなどの青少年育成事業の
報告や、遊佐町いじめ防止基本方針の取り組み、
躍動する遊佐っ子10か条の啓発活動について協
議を行いました。「いじめ防止」については、遊
佐町におけるいじめの現状や今後の具体的な啓
発活動など、活発な意見交換が行われました。

　

国
土
交
通
省
の
主
催
す
る
「〝
水
の
恵め

ぐ
み〞

と
ふ
れ
あ
う
水
の
里
の
旅
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
６
」
で
、
遊
佐
鳥
海
観
光
協
会
の
提

案
す
る
「
鳥
海
山
の
湧
水
め
ぐ
り
〜
海
か

ら
山
へ
〜
命
を
繋
ぐ
食
と
く
ら
し
を
た
ど

る
旅
」
ツ
ア
ー
が
一
般
部
門
の
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

水
の
里
の
大
切
さ
と
魅
力
を
伝
え
、
地
域

の
活
性
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
７
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

遊
佐
鳥
海
観
光
協
会
の
提
案
す
る
ツ
ア

ー
は
、
釜
磯
海
底
湧
水
群
や
丸
池
様
・
牛

渡
川
、
元
町
湧
水
群
や
胴
腹
滝
な
ど
遊
佐

町
の
湧
水
を
海
か
ら
里
山
へ
と
た
ど
り
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
認
定
さ
れ
た
鳥
海

山
の
恵
み
を
体
感
す
る
ツ
ア
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。
湧
水
が
育
て
た
絶
品
の
天
然
岩

ガ
キ
の
お
食
事
や
鳥
海
三
神
の
水
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
お
持
ち
帰
り
で
き
る
な
ど
、

「
水
の
里
」
と
し
て
湧
水
を
存
分
に
活
用

し
た
観
光
内
容
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
優
秀
な
ガ
イ
ド
の
存
在
も
、
ツ
ア

ー
客
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
部
門
の
最
優
秀
賞

は
東
北
地
方
か
ら
は
３
例
目
。
今
回
の
最

優
秀
賞
受
賞
を
機
に
、
湧
水
の
宝
庫
で
あ

る
遊
佐
町
を
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
今
年
７
月
頃
に
開

催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
／
Ｎ
Ｐ
О
法
人
遊
佐
鳥
海
観
光
協
会

　
　
　

☎
72

－

５
６
６
６

叙勲受章おめでとうございます
…青山元也さん

第２回遊佐町青少年育成協議会

遊佐町の湧水は全国的にも評価されています

長年の消防活動が評価されました

遊
佐
鳥
海
観
光
協
会
提
案
ツ
ア
ー

「
鳥
海
山
の
湧
水
め
ぐ
り
〜
海
か
ら
山
へ
〜
」

最
優
秀
賞
受
賞
！
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１
月
28
日
㈯
、
町
民
体
育

館
に
て
、
遊
佐
町
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ
ブ
「
遊
 's

（
ゆ
ず
）」
に
よ
る
「
遊
 's

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、

軟
ら
か
い
専
用
の
ボ
ー
ル
を

使
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト

内
で
行
う
４
人
制
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
。
当
日
は
、
９
団
体
43

名
が
参
加
し
て
リ
ー
グ
戦
を

行
い
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
白
熱
し
た
ゲ
ー

ム
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
船
渡
市
の
「
第
20
回
つ
ば
き
ま
つ

り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

土
門
尚
三
さ
ん
（
上
小
松
、
遊
佐
町
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
が
自
身
の
著

書
１
０
０
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

土
門
さ
ん
は
、同
市
「
世
界
の
椿
館
」

の
60
万
人
目
の
入
館
者
と
な
り
、
そ
の

と
き
に
「
東
北
の
ツ
バ
キ
を
ま
と
め
よ

う
」
と
思
い
立
ち
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
試
み
て
取
材
し
、
東
北
の
文
化
の

一
端
に
な
れ
ば
と
こ
の
本
に
ま
と
め
ま

し
た
。

　

震
災
か
ら
６
年
目
を
迎
え
る
大
船
渡

市
の
つ
ば
き
ま
つ
り
は
、
同
館
で
３
月

20
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本「
つ
ば
き
散
歩
」を
大
船
渡
市
へ
寄
贈

熱
戦
！「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

春告草、華やかに

すこやかな成長祈るひな祭り

冬の作りだす絶景

　２月３日から５日にかけて、生涯学習センターで「梅
花展」が開催されました。梅は別名「春告草」。色と
りどりの梅花が、今年も春の訪れを告げています。

　２月14日から、旧青山本邸で日本海ひな街道【ひ
なまつり】が開催されました。代々引き継がれてきた
古今雛や雛道具で、邸内が華やかに彩られます。ひな
祭り展は４月２日まで行われています。

　２月12日、「鳥海山二ノ滝氷柱トレッキング」が開
催されました。今年は県内外から83名の方が参加。
人の手の入らない絶景に、大自然の雄大さを実感しま
した。

土門さん（左）と戸田市長（右）

※本事業はスポーツ振興くじ助成金を受けて実施しています。

Photo
Topics
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遊
佐
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
米
〜
ち
ゃ
ん
」
が
大
好
き
で
す
。
ラ

イ
ン
ス
タ
ン
プ
も
愛
用
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
成
人
式
の
お
祝
い
で
米
〜
ち
ゃ

ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
貰
え
た
り
、
ス
ー

パ
ー
で
米
〜
ち
ゃ
ん
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を

貸
し
出
し
て
い
た
り
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
が
、
現
在
は
残
念
な
が
ら
や
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
町
か
ら
米

〜
ち
ゃ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
を
販

売
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

答
／
「
米
〜
ち
ゃ
ん
」
を
ご
愛
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
米
〜

ち
ゃ
ん
は
、
遊
佐
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
各
種
啓
発
・
記
念
グ
ッ
ズ
や
各
イ

ベ
ン
ト
に
登
場
す
る
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ

　

１
月
21
日
、
吹
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

研
修
活
動
と
し
て
、出
張
出
前
講
座『
子

ど
も
と
楽
し
む
ジ
オ
パ
ー
ク
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
い
る
島
貫
陽
さ
ん
を
講
師

と
し
て
「
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
何
な
の
？

ど
こ
に
あ
る
の
？
」「
ジ
オ
パ
ー
ク
活

動
っ
て
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？
」
と
い

　

１
月
29
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

遊
佐
町
地
域
学
習
合
同
発
表
会
『
ジ
オ

パ
ー
ク
の
町
で
学
ぼ
う
！「
地
域
の
宝
」

発
表
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
発
表

会
で
は
「
善
吉
菜
」「
ク
ロ
マ
ツ
」（
高

瀬
小
３
・
４
年
生
）、「
川
の
恵
み
」（
遊

佐
小
４
年
生
）、「
遊
佐
の
神
秘
性
」「
飛

島
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」（
遊
佐

中
１
年
生
）、「
八
ツ
面
川
で
の
活
動
紹

介
」「
イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
の
体
長
測
定
か

ら
わ
か
る
こ
と
」（
遊
佐
高
２
年
生
）

な
ど
、
一
年
間
学
ん
だ
「
宝
」
と
な
る

地
域
資
源
に
つ
い
て
、
合
同
で
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
総
合
地
球
環
境
学
研
究

まちかどまちかど Town Voice

読者の広場

いなほ学園稲川
　稲川まちづくり協会では、青少年育成事業の一環として藤崎小
学校５年生が行っている“いなほ学園”に協力しています。稲作体
験をとおして子ども達のふるさとに対する理解と愛着を深めても
らうことをねらいとして、地域の方々の協力により５月の田植え
（開園式）に始まり秋の稲刈り、収穫感謝祭まで行いました。
２月６日には保護者の皆さんと“ぞうり作り体験”（閉園式）をし
ました。地域の方からアドバイスをいただきながら無事に完成す
ることができました。
●問／稲川まちづくり協会　☎76‒2110

おたより大募集！
日ごろ感じていることや心温まるエピソード、広報の感想など、
あなたの声をお寄せください！ご投稿は投書ハガキでどうぞ。
●問／企画課企画係　☎72-4523

出
張
出
前
講
座

子
ど
も
と
楽
し
む
ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
パ
ー
ク
の
町
で
学
ぼ
う
！

「
地
域
の
宝
」発
表
会

「
米
〜
ち
ゃ
ん
」の
商
品
販
売
を

　

…
今
野
幸
子

ホットホット
ラインライン
ホット
ライン

100名を超える来場者に向けて、立派に発表

みんなで“ぞうり”を作りました

の
た
め
「
家
族
」
で
大
活
躍
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
事
業
者
等
か
ら
も
使

用
申
請
が
多
く
、
米
〜
ち
ゃ
ん
を
活
用

し
た
特
産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
お
菓
子
、

ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商

品
で
も
ご
使
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

米
〜
ち
ゃ
ん
の
商
品
販
売
を
と
い
う

ご
提
案
で
す
が
、
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、

そ
し
て
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
す
る
た
め
に
活
用
方
法
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の

皆
さ
ん
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
を
追
加
し
な
が
ら
、
ぬ

り
絵
の
素
材
も
町
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
／
企
画
課
企
画
係

　
　
　

☎
72

－

４
５
２
３

所
名
誉
教
授
の
秋
道
智
彌
先
生
か
ら
は
、

子
ど
も
た
ち
の
発
表
に
対
す
る
講
評
の

ほ
か
、
町
の
「
湧
水
」
を
中
心
に
「
人
」

「
く
ら
し
」「
自
然
」「
食
べ
も
の
」、

そ
し
て
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
町
の
魅
力
を
改
め

て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
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２
月
15
日
、
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー

デ
ン
酒
田
で
鉄
道
高
速
化
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
山
形
新
幹
線
庄
内

延
伸
に
よ
る
庄
内

－

山
形
50
分
、
東
京

2
時
間
半
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、

阿
部
等
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
鉄
道
高
速
化
に
つ
い

て
、
最
高
時
速
が
２
０
０
㎞
／
ｈ
を
超

え
る
高
速
鉄
道
と
比
較
す
る
と
コ
ス
ト

や
工
期
的
に
有
利
な
最
高
１
３
０
㎞
／

遊佐の冬を体験？移住の第１歩
　１月から２月にかけて、スローライフや新規就農を考えている方々が
４組いらっしゃいました。冬の暮らしを体験した上で移住を考えること
を目的とする「冬のわがままチョイスプラン」等を利用しての来町です。
　皆さんは、一様に雪の少なさに驚いており、冬の「厳しさ」体感
とまではいかなかったようです。農家の方にお話を聞いたり、空き
家見学では購入を検討するなど、移住に向けた第１歩を踏み出した
方もいらっしゃいました。
集落支援員　若狭俊一、加藤俊和
☎72‒3981　FAX28‒8455（集落支援員事務所：Aコープ２階）

藤原ほのかさん（菅野）
Honoka Fujiwara
平成7年生まれ

■一言／
　実習の時にお世話になった際に、ここで
働きたい！という気持ちになり、今年度か
ら町内の幼稚園で働いています。自分で担
任をすると、子どもたち一人ひとりをきち
んと伸ばさなければならないという責任感
が生まれ、実習との違いを実感しています。
ただ、やっぱり子どもたちが大好きなので、
大好きな子どもたちと一緒に自分も成長し
ていけるこの仕事に、やりがいを感じてい
ます。
　自分で免許を取ってからは、たびたび今
まで知らなかった遊佐町を探しに出かけま
す。お気に入りのスポットは、夏の夜のコ
テージ村。張られたテントや照明、バーベ
キューをしている人などの雰囲気がよく、
仕事帰りに立ち寄って癒されたりしていま
した。
■町への要望／
　若い人たちが、遊佐町に残りたくなるよ
うな施設を作ってほしいです。若い人が活
躍できる場所を増やして、若者を中心に街
が活性化していくような取り組みをしてほ
しいです。

子どもたちと一緒に成長しています

Yuza Town HotlineYuza Town Hotline

鉄
道
高
速
化
講
演
会

庄
内

－

山
形
50
分
、

東
京
２
時
間
半
の
可
能
性

安心安全な遊佐の野菜を味わう

吹浦地区にはジオサイト（見どころ）がいっぱいあります

低コストな中速鉄道で東京までを2時間半に

ｈ
以
上
２
０
０
㎞
／
ｈ
以
下
の
中
速
鉄

道
を
利
用
し
た
計
画
や
、
新
幹
線
延
伸

に
つ
い
て
回
る
問
題
で
あ
る
踏
切
事
故

対
策
な
ど
に
つ
い
て
現
実
的
な
講
演
を

さ
れ
ま
し
た
。

っ
た
内
容
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
「
保

全
」「
教
育
」「
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の

３
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
難
し
く
考
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
身
近
な
ジ
オ
サ
イ
ト
に
遊
び
に
行

き
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
触
れ
な
が
ら
楽
し

む
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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わたしたちと活動しませんか？サークル会員募集わたしたちと活動しませんか？サークル会員募集

　山形県では、これから働こうとする女性一人ひと
りのニーズに応じた就職のワンストップ支援窓口
「マザーズジョブサポート山形」の相談員が県内各
地に出張し、セミナーの開催や仕事と家庭の両立に
関するお悩みなどに対応する「マザーズおしごと相
談会」を開催します。お子さまと一緒に、お気軽に
ご参加ください。
●会場、開催日／
　３月８日㈬　ハローワーク酒田（酒田市上安町1‒6‒6）
　３月15日㈬　ハローワーク鶴岡（鶴岡市道形町1‒13）
●内容／
　午前11時～正午：セミナー「就職活動の基本と
ポイントを知ろう！」（定員５名）
午後１時～２時30分：個別相談会
※セミナー参加のみ、事前申し込みが必要です。
※セミナーのみ、個別相談会のみの参加も可能です。
※セミナー受講中や相談中は同室で保育スタッフ
がお子さんをお預かりします。

●対象／就職を考えている子育て中の女性
・仕事と子育ての両立に不安がある方
・離職からのブランクが長く、心配な方
・そろそろ働きたいと考えているが、何から始め
ればよいかわからない方 など

●問／マザーズジョブサポート山形
　　　☎023‒665‒5915

　町では平成23年２月から地域おこし協力隊制度を
導入し、今年で６年目になります。現在、７名の隊
員が活動しており、情報発信業務、ジオパーク推進、
生涯学習推進、地域づくり活動支援、農業振興支援
を主な活動として取り組んでおります。
　地域おこし協力隊の活動を広く知っていただくた
め、活動報告会を下記の日程で開催しますので、皆
さんぜひお越しください。
●日時／３月22日㈬　午前９時30分～11時30分
●会場／遊佐町役場　議事所
●内容／隊員の活動報告など
●参加方法／どなたでもご自由に参加いただけます。
●問／企画課企画係　☎72‒4523

　全国健康保険協会（協会けんぽ）山形支部の健康
保険料率を、平成29年３月分（４月納付分）より現行
の10.00％から9.99％に改定します。また、介護保険
料率については1.58％から1.65％に改定となります。
安定した健康保険制度運営のため、ご理解くださる
ようお願いします。
●問／全国健康保険協会山形支部企画総務グループ
　　　☎023‒629‒7226

マザーズおしごと相談会in庄内
の開催について

地域おこし協力隊　活動報告会

平成29年度の健康保険料率が
変わります

名　称 対　象 活動内容等 活動日時と場所 会費等 連絡先

1 社交ダンスサークル「スウィング」 どなたでも
吹浦わくわくフェスタ、
タカハシダンスクラブ
（チャリティダンス
パーティー）

毎週月曜日
午後7時30分～9時
場所：
吹浦防災センター

月2,000円
入会費なし

畠中浩良
☎080‒1808‒9820

2 サークルピンポン（卓球サークル）
どなたでも
＊初心者歓迎

シルバー世代の体力づく
り、仲間づくりに楽しく
元気に活動しています。

毎週火・木曜日
午後1時～午後3時
町民体育館1階

会費
月250円
入会費はなし

高橋
☎090‒7937‒8506

3 遊佐町白ゆり会
母子、父子、
寡婦の方へ
お勧め

研修会、小中学生の無料
塾、県大会、東北大会、
全国大会（希望者）参加、
その他相談等

土曜日
場所：
生涯学習センター
　　　　　　など

年会費1,000円
社会福祉協議会（事務局）
遊佐町白ゆり会
☎72‒4715

4 遊佐町卓球愛好会
卓球に興味のある方、
初心者から経験者
までどなたでも

親子少年卓球大会・遊佐
町卓球選手権の準備運
営、会員の親睦と地域貢
献

週１回練習日（夜間）
場所：
町民体育館１階

年会費5,000円
（保険に入る方
は別途徴収）

佐藤三千夫
☎76‒2336
☎090‒2975‒9024

5
あすなろフェニックス
男子ミニバスケット
ボール少年団

男子小学生
バスケットボールの練習
や試合を行っています。
元気に体を動かしたい子
ども達　集まれー!!

練習日　毎週
火曜：蕨岡小、
木曜：遊佐小、
土曜：蕨岡小

月2,000円 高橋裕樹
☎090‒3124‒0879

6
NPO法人
いなか暮らし
遊佐応援団

移住希望者と地域
住民との交流事業
の企画・実施に興
味のある方

移住希望者対象の「遊佐
町体験ツアー」の実施。
移住者サポートや交流会、
自然観光保全など

不定期
（企画による）
町内での活動

入会金5,000円
年会費3,000円

NPO法人
いなか暮らし遊佐応援団
☎43‒6941

※入会方法や活動内容など、詳しくは各団体の連絡先へお問い合わせください。
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　ＪＲ遊佐駅の窓口での乗車券等の販売につきまし
て、ＪＲダイヤ改正が実施される３月４日から下記
のとおり営業時間が変更（短縮）になります。町民
の皆さま、ご利用者の皆さまにはご不便をお掛けし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。
●変更日／３月４日㈯　※ＪＲダイヤ改正実施日
●営業時間／午前８時20分～午後６時
（この時間外の乗車券のお求め、精算は、車内及
び降車駅でお願いします）

※なお、ダイヤ改正に伴い現行の下記便が運転取り
やめになります
　酒田 14：26 → 遊佐 14：39 → 吹浦 14：45
　吹浦 15：05 → 遊佐 15：11 → 酒田 15：25
●問／産業課産業創造係　☎72‒4522

●業務内容／集落の巡回、点検及び課題整理、空き
家案内、移住希望者と集落との話し合いの調整、
移住後の生活相談及び支援、空き家調査など
●勤務時間／週24時間程度
●雇用形態／町の非常勤職員として採用
●雇用期間／平成29年４月１日～平成32年３月31日
●賃金等／月額100,000円、雇用保険に加入
●審査方法／書面審査及び面接
●募集期間／３月６日㈪～３月17日㈮
※業務内容や応募要件、応募方法などは、町ＨＰ
でご確認ください。
　http://www.town.yuza.yamagata.jp/
●問・申／企画課定住促進係　☎28‒8257

　ひとりで悩まないで、まずはお越しください
●日時／３月４日㈯　午前10時～午後３時
●場所／酒田市総合文化センター４階会議室
　　　　（酒田市中央西町2‒59　☎24‒2991）
●相談内容／夫やパートナーからの暴力、ストーカ
ー被害、家族問題、子どもの問題、職場での男女
差別、震災に伴う人権問題、その他なんでも。
　※相談内容は厳守されます
●問／酒田人権擁護委員協議会・山形地方法務局
　　　酒田支局　☎25‒2221

●電話番号／☎0570‒070‒810
●時間／月曜日～金曜日
　　　　午前８時30分～午後５時15分

　現在策定中の案を公表し、町民の皆さんのご意見
を募集しています。
●意見募集期間／３月10日㈮まで
●公表場所／総務課、生涯学習センター、
　　　　　　各地区まちづくりセンター、町HP
●対象者／遊佐町在住者
●意見の提出方法／
・様式は問いません。持参、郵送、ＦＡＸ、電子
メールのいずれかの方法で提出してください。

・必ず住所、氏名、または名称、電話番号を明記
してください。

●問・提出先／総務課財政係
　　　　　　　☎72‒5880　FAX72‒3310
　E-mail：zaisei@town.yuza.yamagata.jp

　軽自動車税は、４月１日現在の所有者に１年分が課
税されます。譲渡や廃棄処分をしていても、廃車や所
有権移転の届出を済ませていないと課税されますので、
手続きされていない場合は、販売店または下記の窓
口で手続きをしてくださるようお願いいたします。
①　原動機付自転車・ミニカー・小型特殊自動車に
ついて

　　町民課町民係　☎72‒5885
　　※ナンバー、印鑑を持参してください。
②　4輪の軽自動車、3輪の軽自動車について
　　軽自動車検査協会　山形事務所庄内支所　
　　☎050‒3816‒1836（コールセンター）
③　２輪の軽自動車について（125㏄超～250㏄以下）
　　全国軽自動車協会連合会　山形県事務取扱所庄
内支所

　　☎0235‒68‒0611
④　２輪の小型自動車(250㏄超)、山形99・庄内
99ナンバーの農耕用トラクターについて

　　東北運輸局山形運輸支局庄内自動車検査登録事
務所

　　☎050‒5540‒2014（ヘルプデスク）
※４輪・３輪の軽自動車、２輪の軽自動車（125cc
～250cc以下）、２輪の小型自動車（250cc超）、
山形99・庄内99ナンバーの農耕用トラクターの
手続きについては、以下の機関でも代行してい
ます。(代行手数料が必要となります)

　　山形県自家用自動車協会酒田支部　☎24‒3367
※②③④の窓口受付は、平日午後４時までとなって
いますので、ご注意ください。

※普通自動車については④にお問い合わせください。
●問／町民課課税係　☎72‒5876

遊佐町公共施設等総合管理計画（素案）について
町民の皆さんのご意見を募集しています

軽自動車の名義変更・廃車は届出を

「JR遊佐駅」営業時間変更のお知らせ

女性のなんでも相談所(無料)
開設のご案内

集落支援員を1名募集します

女性の人権ホットライン（女性専用電話相談窓口）
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　高校や短大、大学等を卒業し、卒業後3年以内の
遊佐町在住の就職未定者を対象に、遊佐町役場での
就労体験を通して雇用期間終了後の就職に役立てて
いただくための雇用事業を実施します。希望する方
はお申し込みください。採用については、書類審査
と面接により決定いたします。
　ただし、過去に本事業にて雇用されたことのある
方は申し込みできません。
●申込の手続／
　インターンシップ雇用申込書に、履歴書（市販
のもの、写真貼付）を添付してください。書類の
記載は本人の自筆とします。
※申込書は、総務課にお越しいただくか、町HP
からダウンロードしてください。

　平成28年度遊佐町体育活動優秀者の表彰式が２
月11日に生涯学習センターで行われ、111名が表
彰されました。

遊佐町インターンシップ雇用の申込受付について

・バスケットボール　池田和博（吹浦）
・剣道　渡邉宗谷（蕨岡）

・卓球　阿部一之（蕨岡）
・剣道　髙橋英樹（高瀬）
・剣道　本間善典（西遊佐）
・バスケットボール　池田裕士（吹浦）

【一般】
・陸上　池田裕（蕨岡）
【高校生】
・水泳　酒田光陵／村上優真
・剣道　酒田光陵／白崎心路、桜井海拓
・ウェイトリフティング　酒田光陵／大場秀太

【一般】
・剣道　遊佐町剣道連盟／澤口高一（高瀬）、
　渡部章彦（西遊佐）、金内琢馬（西遊佐）、池田唯（高瀬）
・バスケットボール　吹浦クラブ／高橋洋貴（吹浦）、
　伊藤塁（吹浦）、小林拓（吹浦）、阿部一貴（吹浦）、
　菅原一弥（吹浦）、坂井駿（吹浦）
・女子サッカー　友野朋子（蕨岡）
【高校生】
・剣道　酒田東／阿部羽奏（遊佐）
・新体操　酒田東／村上拓海（西遊佐）、梅津総（吹浦）
・新体操　遊佐高校／齋藤凌（吹浦）、三浦斗亜（酒田市）
・ウェイトリフティング　酒田光陵／小野寺里緒（遊佐）
・バスケットボール　山形商業／石垣加代（稲川）
・女子サッカー　酒田南／佐藤香里（遊佐）
・野球　酒田南／佐藤伶（遊佐）、榊原佑（蕨岡）
・ソフトテニス男子　酒田南／加藤朱璃（吹浦）
・ソフトテニス女子　酒田南／藤原沙耶（高瀬）

●受付期間／３月１日㈬～３月７日㈫
●勤務職種／一般行政事務
●勤務条件／
①賃金　時給930円　
②勤務時間／１週間の勤務時間は30時間以内
③雇用期間／４月～９月（６ケ月）
※勤務成績が良好の場合は、平成30年３月末まで
６ケ月間雇用期間を延長します。

④社会保険等に加入
●雇用人数／若干名
●面接日時／３月15日㈬　午前９時～
●採用の決定／３月22日㈬
●雇用開始日／４月４日㈫
●問・提出先／総務課総務係　☎72‒5880

【中学生】
・陸上　今井愛紺（稲川）
・剣道　渡部真衣（西遊佐）、菅原萌（西遊佐）、
　本間鈴野（西遊佐）、塩野彩音（蕨岡）、池田鈴（遊佐）、
渡部希衣（西遊佐）、齋藤瑞貴（高瀬）

・野球　榊原和（蕨岡）、佐藤滉大（遊佐）、伊藤海斗（蕨岡）、
土門学史（遊佐）、佐藤碧翔（蕨岡）、佐藤駿（遊佐）、
　本多涼（高瀬）、本間一希（遊佐）、青葉海地（蕨岡）、
　鈴木颯馬（稲川）、那須愛斗（蕨岡）、髙橋壮（稲川）、
　梶原鉄太（稲川）、佐藤夢羽（蕨岡）、鈴木健人（蕨岡）、
土門恭輔（蕨岡）、齊藤颯太（遊佐）、本間優希（遊佐）

【小学生】
・水泳　本間俊輝（藤崎小）
・陸上　髙橋音（高瀬小）
・剣道　遊佐町剣道スポーツ少年団／青山響（西遊佐）、
鈴木望愛（遊佐）、髙橋亜唯子（高瀬）、白崎楽羅（遊佐）、
阿部奏（高瀬）

【中学生】
・男子ソフトテニス　加藤紫苑（吹浦）、佐藤駿（遊佐）、
池田陸（高瀬）、後藤博人（遊佐）、阿曽拓真（稲川）、

　藤枝将史（吹浦）、後藤智也（高瀬）、菅原佳久（高瀬）
・女子バスケットボール　赤塚愛（吹浦）、
　後藤由依（吹浦）、佐藤綾音（遊佐）、佐藤心美（高瀬）、
齋藤玲奈（蕨岡）、三浦芽依（遊佐）、池田緩菜（稲川）、
奥山優花（吹浦）、川俣光音（遊佐）、佐々木空（遊佐）、
高橋乃愛（西遊佐）、芦野美緒（遊佐）、柴田詩乃（遊佐）、
髙橋乃愛（遊佐）
・柔道　伊藤楽 （々蕨岡）
・空手　藤原美結（西遊佐）
・剣道　土門淑（西遊佐）
【小学生】
・空手　髙橋心阿（遊佐小）
・水泳　伊藤晴日（藤崎小）
・バスケットボール　あすなろPHENIXミニバスケット
スポーツ少年団／奥山暉斗（稲川）、高橋燦璃（遊佐）、
大場隆斗（遊佐）、佐藤圭（遊佐）、齋藤瑞生（稲川）、
　高橋大弥（西遊佐）、今井健汰（稲川）、今野涼太（稲川）、
大場刀夢（遊佐）、齋藤大鳳（遊佐）、齋藤魁（遊佐）、
　鈴木陸生（稲川）、滝彪翔（蕨岡）、高橋瑠（稲川）、
　石垣劉樹（稲川）、高橋粋（稲川）、小野寺政風（稲川）

平成28年度　遊佐町体育活動優秀者表彰平成28年度　遊佐町体育活動優秀者表彰

功 労 賞

指 導 賞

栄 光 章

殊 勲 賞

努 力 賞
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　遊佐町の特産品を販売する「特産品フェア」をシ
ョッピングセンターエルパ内にて開催します。
　1,000円以上お買い上げごとに空くじなしの抽選
会もあります♪賞品の中にはエルパ商品券、あぽん
入浴券、遊佐町特産品等々ご用意しております。
　普段手に入らない特産品をご用意しておりますの
で、ぜひ皆さまお立ち寄りください！！
●日時／３月11日㈯　午前10時～午後６時
　　　　３月12日㈰　午前10時～午後５時
●場所／ショッピングセンターエルパ内
●問／遊佐ブランド推進協議会
　　　遊佐字広表6‒1　Aコープゆざ店２階
　　　TEL／ FAX：72‒3966

内藤秀因水彩画記念館
「第100回収蔵品展・内藤秀因没後30周年記念
内藤秀因作品展」

庄内

　100回目を迎える収蔵品展、内藤秀因の没後30
周年を記念し、選りすぐりの収蔵品や町内外の個
人蔵の作品を展示します。
●日時／４月１日㈯～５月21日㈰
　　　　午前９時～午後７時（土・日は午後５時まで）
●場所／内藤秀因水彩画記念館
　　　　（庄内町立図書館内併設）
●休館日／月曜日・祝日（土日を除く）
●入館料／無料
●問／庄内町立図書館　☎43‒3039

三川町文化交流館「アトクのおひなさま」 三川
　展示するおひなさまは昭和初期のものといわれ、
内裏雛と右大臣・左大臣、伝説や物語の名場面を
現した趣向人形を展示します。
●日時／３月１日㈬～３月31日㈮
　　　　午前10時～午後４時（休館日：月曜日）
●場所／アトク先生の館（三川町文化交流館）
●入館料／無料
●問／三川町文化交流館　☎0235‒66‒5040

2017酒田雛
ひ な

街道
－湊

みなと

・酒田の雛めぐり－へどうぞ 酒田
●期間／４月３日㈪まで
●場所／（公財）本間美術館、本間家旧本邸と別館
「お店

た な

」、山王くらぶ、山居倉庫酒田夢の倶楽（華
の館）、旧鐙屋、舞娘茶屋・雛蔵畫廊相馬樓、
酒田市立資料館、旧阿部家、松山文化伝承館、
清亀園、酒田あいおい工藤美術館、さかた中通
り商店街アーケード、マリーン５清水屋（４階
ミュージアム５美術画廊）など
※展示期間および入場料は場所によって異なります。

●問／（一社）酒田観光物産協会　　　☎24‒2233
　　　酒田市観光振興課観光交流係　☎26‒5759

鶴岡雛物語 鶴岡
　城下町鶴岡に代々受け継がれるみやびやかな名
雛の数々をご覧ください。
●期間／３月１日㈬～４月３日㈪
●会場／致道博物館、荘内神社、旧風間家住宅「丙
申堂」（３月31日㈮まで）、三井家「蔵座敷」（４
月２日㈰まで）、龍の湯、湯田川温泉「旧白幡
邸（長福寺集会所）」　ほか

●問／鶴岡市観光物産課　☎0235‒25‒2111 内線569
※詳しくは鶴岡市観光連盟HPをご覧ください。

※
日
よ
け
や
汗
止
め
に
顔
を
つ
つ
む
２
本
の
細
長
い
帯
状
の
布
（
庄
内
特
有
の
労
働
用
の
よ
そ
お
い
の
一
つ
）

広域情報

コーナー

こんにちは！遊佐ブランド推進協議会ですこんにちは！遊佐ブランド推進協議会です
遊佐ブランド推進協議会とは
　地域資源を活かし、元気で活力あるまちづくりのために意
欲的に取り組む活動を促進するため、地域ブランドの形成、
特産品や観光・旅行等商品の開発・支援、雇用創出のための
各種セミナー等に取り組んでおります。

　予防接種は、ワクチンで予防できる病気に対する
抵抗力（免疫）をつけ、病気から子どもたちを救う
ため、また、他の人にうつさないためのものです。
予防接種に対する関心を高め、接種率の向上を図る
ために「子ども予防接種週間」が設定されています。
この期間、協力医療機関ではさまざまな予防接種の
相談に応じます。就学や入園を控えて、受け忘れの
予防接種がありましたら、この機会に受けましょう。
　なお、診療時間等は、かかりつけ医にお問い合わ
せください。
●問／健康福祉課健康支援係　☎72‒4111

「子ども予防接種週間」「子ども予防接種週間」
3月1日㈬～ 3月7日㈫

　発達が気になるお子さんを対象に、親子でゆった
り遊ぶ会を開催します。みんなで楽しい時間を過ご
しませんか？お気軽にご参加ください。
●日時／３月19日㈰　午前10時～11時30分
●場所／県立鳥海学園(遊佐町藤崎)
●活動内容／作って遊ぼう♪
　　　　　　～身近な材料で手作りおもちゃ～
●対象／発達が気になる幼児から小学生までの
　　　　お子さんと保護者
●費用／無料
●申し込み／３月15日㈬まで下記へ
●問／鳥海学園　☎75‒3334　FAX75‒3872

すてっぷ　遊びのひろばすてっぷ　遊びのひろば

【特産品フェアを開催します！】
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『
鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
』

ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
と
行
く

「
残
雪
の
ブ
ナ
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

　

鳥
海
山
麓
の
残
雪
の
林
の
中
を
、
カ

ン
ジ
キ
を
履
い
て
散
策
。
幻
想
的
で
神

秘
に
満
ち
た
雰
囲
気
を
体
感
し
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時
／
４
月
２
日
㈰

　

三
ノ
俣
さ
ん
ゆ
う
前
午
前
９
時
集
合

　

解
散
は
、
午
後
２
時
30
分
頃
を
予
定
。

▼
対
象
／
山
歩
き
初
級
レ
ベ
ル
・
里
山

歩
き
な
ど
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
大
人

の
方
（
途
中
休
憩
を
と
り
な
が
ら
雪

原
を
約
５
時
間
、
標
高
差
３
〜
４
０

０
ｍ
を
歩
き
ま
す
。
た
だ
し
天
候
や

雪
の
状
況
で
変
更
あ
り
。）

▼
定
員
／
15
名

▼
受
講
料
／
２
，０
０
０
円

　
　
　

（
ガ
イ
ド
料
、保
険
料
を
含
む
）

▼
持
ち
物
／
山
歩
き
で
き
る
服
装
と
靴
、

昼
食
、
飲
み
物
、
着
替
え
、
サ
ン
グ

ラ
ス
、
タ
オ
ル
敷
物
、
雨
具
、
帽
子
、

手
袋
等　

※
カ
ン
ジ
キ
が
あ
る
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
／
３
月
28
日
㈫

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
問
・
申
／
四
季
の
森　

し
ら
い
自
然

館
内　

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
推

進
協
議
会　

事
務
局

　

☎
72

－
２
０
６
９

第
62
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

酒
田
飽
海
チ
ー
ム

選
手
選
考
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
４
月
に
行
わ
れ
る
山
形
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
の
酒
田
飽
海
チ
ー
ム
の

一
般
選
手
選
考
は
、
平
成
28
年
度
シ
ー

ズ
ン
中
の
実
績
並
び
に
下
記
最
終
選
考

レ
ー
ス
の
結
果
を
参
考
に
し
て
行
い
ま

お知らせ
YUZA
INFORMATIO

N

す
。

※
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
の
選
手
選
考

に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
学
校
を
通

じ
て
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
レ
ー
ス
名
／

　

第
48
回
鶴
岡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
　
　
　
　
　

種
目
：
一
般
男
子
10
㎞

▼
日
時
／
３
月
26
日
㈰
（
予
定
）

▼
場
所
／
鶴
岡
市
内
コ
ー
ス

▼
費
用
／
１
，５
０
０
円　
※
各
自
負
担

▼
対
象
／
４
月
１
日
時
点
で
、
酒
田
市

陸
上
競
技
協
会
に
登
録
し
て
い
る
一

般
男
子

▼
選
考
申
込
／
選
考
希
望
者
は
、
酒
田

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
大
会
へ
の
申
し
込
み
は
各

自
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
／
酒
田
市
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
☎
43

－

６
６
５
１

庄
内
空
港
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ご
案
内

①
『
鵜
渡
川
原
人
形
市
』

　

江
戸
時
代
か
ら
湊
町
・
酒
田
に
伝
わ

る
豊
か
な
色
彩
の
素
朴
で
温
か
な
土
人

形
「
鵜
渡
川
原
人
形
」
の
展
示
即
売
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
３
月
５
日
㈰

　

販
売
時
間
：
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

（
整
理
券
配
布
：
午
前
10
時
〜
）

※
整
理
券
の
番
号
順
に
購
入
で
き
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
商
品
が
完

売
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

▼
場
所
／
庄
内
空
港
２
階
出
発
ロ
ビ
ー

▼
販
売
者
／
鵜
渡
川
原
人
形
保
存
会

②
『
加
茂
水
族
館
コ
ラ
ボ
企
画

　
　
　
　
　

（
Ｐ
Ｒ
展
示
・
ク
イ
ズ
）』

　

ク
ラ
ゲ
の
展
示
と
併
せ
て
庄
内
空
港

館
内
で
ク
イ
ズ
を
出
題
。
全
問
正
解
者

に
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

▼
日
時
／
３
月
１
日
㈬
〜
20
日
㈪
・
㈷

▼
場
所
／
庄
内
空
港
２
階
出
発
ロ
ビ
ー

▼
景
品
内
容
／
庄
内
空
港
開
港
25
周
年
に

ち
な
ん
で
合
計
25
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
特
賞
Ａ
：
お
い
し
い
庄
内
空
港
厳
選

ギ
フ
ト　
　
　
　
　
　
　
　

５
名
様

・
特
賞
Ｂ
：
加
茂
水
族
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

人
気
商
品　
　
　
　
　
　
　

５
名
様

・
特
賞
Ｃ
：
加
茂
水
族
館
入
場
券

　

（
ペ
ア
５
組
）　
　
　
　
　

10
名
様

・
特
賞
Ｄ
：
ま
め
う
さ
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ

　

（
リ
ン
グ
ノ
ー
ト
・
ピ
ン
バ
ッ
ジ
セ

ッ
ト
）　
　
　
　
　
　
　
　

５
名
様

※
抽
選
・
発
送
は
３
月
下
旬
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
問
／
庄
内
空
港
ビ
ル
株
式
会
社
総
務

企
画
部　

本
間　

☎
92

－

４
１
８
１

平
成
28
年
度

遊
佐
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
等
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

「
遊
佐
元
気
の
ち
か
ら
づ
く
り
成
果

報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
３
月
19
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所
／
パ
レ
ス
舞
鶴（
エ
ル
パ
２
階
）

▼
報
告
／

・
町
独
自
事
業
の
報
告
、
実
践
型
地
域

雇
用
創
造
事
業
で
実
施
し
た
雇
用
拡

大
メ
ニ
ュ
ー
と
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー

の
報
告
と
統
括

・
雇
用
創
出
実
践
メ
ニ
ュ
ー
で
開
発
し
た

着
地
型
ツ
ア
ー
と
加
工
品
開
発
の
紹
介

（
鮭
ウ
ィ
ン
ナ
ー
、エ
ゴ
マ
パ
ウ
ダ
ー
）

・
集
落
支
援
員
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
い
な
か

暮
ら
し
遊
佐
応
援
団
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
報
告

▼
問
／
遊
佐
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72

－

３
９
６
６

自
衛
官
募
集

【
一
般
幹
部
候
補
生
】
大
卒
程
度

▼
資
格
／
22
歳
以
上
26
歳
未
満

　
　
　
　
（
平
成
30
年
３
月
末
日
現
在
）

▼
受
付
／
３
月
１
日
㈬
か
ら

　
　
　
　

５
月
５
日
㈮
ま
で

▼
試
験
／

　

１
次　

５
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

　

２
次　

６
月
13
日
㈫
〜
16
日
㈮

▼
合
格
発
表
／
８
月
４
日
㈮

▼
入
隊
／
平
成
30
年
３
月
下
旬

【
自
衛
官
候
補
生
】

　

任
期
制
自
衛
官
（
陸
・
海
）

　
　

今
春
入
隊
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
！

▼
対
象
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

（
29
年
３
月
末
日
現
在
）

▼
受
付
／
３
月
15
日
ま
で

▼
試
験
／
３
月
20
日
㈪

▼
発
表
／
３
月
22
日
㈬

▼
採
用
数
／
約
20
名
（
県
内
）

▼
入
隊
／
29
年
４
月
上
旬

　
　
　
　
（
陸
：
東
根　

海
：
横
須
賀
）

▼
問
／
自
衛
隊
酒
田
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
安
町
一
丁
目
）

　
　
　

☎
27

－

３
５
３
２

海
保
＆
海
自　

合
同
業
務
説
明
会

「
海
の
ロ
マ
ン
は
酒
田
か
ら
！

高
校
生
大
集
合
！
」

▼
日
時
／
３
月
14
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所
／
酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

４
階
（
４
１
０
・
４
１
１
号
室
）

▼
そ
の
他
／
参
加
費
用
無
料
、
予
約
不

要
▼
問
／
自
衛
隊
酒
田
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
安
町
一
丁
目
）

　
　
　

☎
27

－

３
５
３
２
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　急病や軽いけがのときにおいでください。保険証を忘れずにお持ちください。
●診療日／５日㈰、12日㈰、19日㈰、20日㈷、26日㈰
●受付時間／午前８時30分～11時30分、午後１時～４時30分
●場所／市民健康センター別館（酒田市船場町二丁目1‒31）
●問／市民健康センター　　☎21‒5225（診療日のみ）
　　　酒田市健康課健康係　☎24‒5733（平日午前８時30分～午後５時15分）

酒田市休日診療所　３月の診療日酒田市休日診療所　３月の診療日

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家
公

務
員
採
用
試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
込
方
法
や
受

験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
下
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
／
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

☎
０
２
２

－
２
２
１

－

２
０
２
２

　

人
事
院H

P

：

　

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

看
護
師
等
職
場
説
明
会

　

看
護
学
生
、
看
護
職
の
資
格
を
お
持

ち
の
方
が
各
病
院
の
ブ
ー
ス
を
自
由
に

訪
れ
、
求
人
担
当
者
と
面
談
し
、
看
護

内
容
、
院
内
教
育
や
採
用
条
件
な
ど
の

説
明
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
／
４
月
１
日
㈯　

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所
／
山
形
テ
ル
サ　

３
階　

ア
プ

ロ
ー
ズ

▼
内
容
／
各
病
院
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ブ
ー
ス
で
の
職
場
説
明
、

介
護
・
福
祉
分
野
の
就
業
相
談
、
山

形
方
式
・
看
護
師
等
生
涯
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
コ
ー
ナ
ー

▼
対
象
／
山
形
県
内
に
就
職
を
希
望
さ

れ
る
①
看
護
学
生（
最
終
学
年
の
方
）

②
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
③
未
就

業
の
方

▼
参
加
費
／
無
料
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

▼
問
／
公
益
社
団
法
人
山
形
県
看
護
協
会

　

☎
０
２
３

－
６
８
５

－

８
０
３
３

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の

免
状
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
義

務
と
し
て
、
消
防
法
令
で
は
、
免
状
交

付
の
日
か
ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の

書
換
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
写
真
の
書
換

え
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に

手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
／
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形

県
支
部

　

☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
７
６
１

平
成
29
年
度
民
間
国
際
交
流
団
体

活
動
推
進
支
援
助
成
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

　
（
公
財
）山
形
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、

県
内
の
民
間
団
体
が
行
う
地
域
の
国
際

化
を
推
進
す
る
事
業
に
対
し
助
成
を
行

い
ま
す
。
希
望
す
る
団
体
は
６
月
15
日

㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
４
月
か
ら
６
月
末
に
か
け
て
実

施
予
定
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
月
31

日
㈮
ま
で
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
１
団
体
あ
た
り
の
上
限
申
請
額
は
20

万
円

・
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
行
う
事
業
が

対
象

・
渡
航
費
の
み
の
申
請
や
対
象
が
会
員

の
み
な
ど
波
及
効
果
の
低
い
事
業
と

判
断
さ
れ
る
経
費
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
／（
公
財
）山
形
県
国
際
交
流
協
会

　

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

２
５
６
０

弁
護
士
に
よ
る

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
相
談
会

　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に
な
っ

た
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
３
月
11
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
場
所
／
酒
田
市
中
央
公
民
館　

４
階

　
　
　
　

４
０
８
・
４
０
９
号
室

▼
申
し
込
み
／
個
別
申
し
込
み
優
先
で

す
が
、
当
日
会
場
で
の
申
し
込
み
も

可
能
で
す
。
費
用
無
料
。
個
人
情
報

は
厳
守
し
ま
す
。

▼
問
・
申
／
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟

事
務
所

　

☎
０
２
５

－

２
２
３

－

１
１
３
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５

－

３
７
６

－

１
６
６
２

弁
護
士
に
よ
る

住
ま
い
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
／
３
月
16
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁

▼
申
し
込
み
／
相
談
日
の
前
日
ま
で
、

下
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先

着
４
名
。

▼
問
・
申
／
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
株

式
会
社
西
王
不
動
産
庄
内
事
務
所　

☎
０
２
３
５

－

６
６

－

３
２
１
０

■雇用の広場
雪印メグミルクSランク認定正規代理店　すまいる・みるくステーション
募 集 人 員 パート配達スタッフ

募 集 内 容 日中配達業務（６時間程度）

資 格 普通自動車免許（マニュアル車）

待 遇 時給780円程度（能力に応じて昇給あり）

勤 務 時 間
１．月・火・木・金（週４日間）※勤務日数の相談可
　　午前８時30分～午後４時
２．水・土（週２日間）
　　午前８時30分～午後４時

問 ㈱すまいる・ステーション　担当：佐藤　☎28‒8628

株式会社ゆざ食彩工房
職 種 福祉施設における調理業務
募 集 人 員 1名
年 齢 不問
勤 務 地 遊佐町内
給 与 当社規定による（経験により優遇）
待 遇 内 容 交通費　当社規定による
締 切 決まり次第締め切りとなります。

そ の 他 調理が好きな方大歓迎。栄養士、調理師資格があれば
なお可。詳細は面接時。

問 遊佐町比子字白木23‒367　株式会社ゆざ食彩工房
代表取締役　広瀬　順一　☎75‒3766

試験名 申込受付期間 第１次試験日

総合職試験
（院卒者・
大卒程度試験）

３月31日㈮
午前９時～

４月10日㈪
受信有効

４月30日㈰

一般職試験
（大卒程度試験）

４月７日㈮
午前９時～

４月19日㈬
受信有効

６月18日㈰

一般職試験
（高卒者試験）

６月19日㈪
午前９時～

６月28日㈬
受信有効

９月３日㈰



3月の各種相談

休館日のご案内

旧青山本邸 ☎75-3145
6日㈪・13日㈪・21日㈫・27日㈪

町民体育館 ☎72-5454
13日㈪・27日㈪

総合福祉センター ☎72-4715
4日㈯・5日㈰・11日㈯・12日㈰
18日㈯・19日㈰・20日㈪・25日㈯

26日㈰
あぽん西浜 ☎77-3333

13日㈪・27日㈪
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縄
文
の
獣
骨
脆
く
現
れ
し
遺
蹟
に
近
く
住

み
て
半
世
紀 

阿
部　

京
子

雪
を
待
つ
橅
の
林
は
閑
か
な
り
落
葉
踏
み

ゆ
く
か
さ
こ
そ
か
さ
と 

前
田　

伸
一

ア
ル
ミ
製
錬
閉
鎖
せ
し
よ
り
三
十
五
年
友

偲
び
つ
つ
賀
状
に
記
す 

大
園　

智
哉

足
元
よ
り
冷
え
上
が
り
来
る
昨
夜
な
り
き

除
雪
車
の
ラ
イ
ト
障
子
に
揺
ら
ぐ

 

安
部　

節
子

祝
詞
上
ぐ
る
神
官
の
手
が
振
へ
を
り
社
殿

の
寒
さ
身
に
浸
み
わ
た
る 

池
田　
　

久

日
の
昇
る
山
の
稜
線
翳
り
つ
つ
静
か
に
明

く
る
冬
至
の
朝 

池
田
恵
美
子

日
暮
れ
ま
で
遊
び
て
ゐ
た
き
少
女
の
日
叶

は
ぬ
こ
と
と
大
根
洗
ふ 

石
川　

幸
子

歌
会
に
初
め
て
知
る
こ
と
多
く
あ
り
心
の

辞
書
に
刻
ま
れ
て
ゆ
く 

荒
川
千
恵
子

冬
の
陽
を
藪
は
や
さ
し
く
溜
め
こ
み
て
風

が
ほ
の
か
に
温
も
り
放
つ 

菅
原　
　

功

人
の
手
に
鋏
持
た
せ
て
冬
の
バ
ラ
尖
る
莟

の
く
れ
な
ゐ
あ
は
し 

佐
藤　

幹
夫

投　

稿　

作　

品

親
離
れ
出
来
て
も
出
来
ぬ
は
己
の
子
嫁
業

ぞ 

匿
名
希
望

＊
来
月
号
の
掲
載
は
俳
句
と
な
り
ま
す
。

　

ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

学び学び学び学び

広場広場広場広場
の

生涯学習生涯学習カレンダー
生涯学習センター
☎72-2236

文
芸
遊
佐

●心配ごと相談【総合福祉センター　午後1時～ 3時】
　22日㈬

●行政相談【遊佐町役場　202会議室　午後1時～ 3時】
　15日㈬　相談員／小野峯生・青葉信子
　問／総務課総務係　☎72‒5880

●教育なんでもダイヤル相談【午前9時～午後5時】
　1日㈬・8日㈬・15日㈬・22日㈬・29日㈬
　相談員／遊佐町教育相談員
　＊面談による相談も受付けます。
　問／遊佐町適応指導教室「友遊スクール」　☎72‒3413

＊
今
月
は
短
歌
で
す

33月月

掲載した絵は役場地域おこし協力隊本部前に展示しています。

「はやくしょうがっこうに
いきたいなぁ」

日 曜日 時　間 事　　　項
4 土 おさがりボックス（生涯学習センター）　～13日まで
5 日 8：30～ 庄内バレーボール道場杯（町体）
7 火 町民体育館一般開放日
9 木 19：30～ 英会話講座「ＥＩＧＯのすすめ」⑲（生涯学習センター）
20 月・祝 春分の日
21 火 町民体育館一般開放日

トレーニングルーム相談日　３月16日㈭・28日㈫　18：30受付
※都合により日程が変更となる場合があります。

短
歌
遊
佐
町
短
歌
会

おえかき
だいすき!

杉の子幼稚園　畑
村上さくらちゃん（６歳）
父・勝　彦さん
母・亜　也さん

　２月11日に遊学館において、第65回山形県自作視聴覚教材コンクール
表彰式が行われ、遊佐町からは２作品の出品があり、次のとおり受賞し、
表彰されました。
【社会教育部門】優秀　遊佐町に伝わる昔話「きき耳の相」（紙しばい）

みわの会
【社会教育部門】入選　遊佐町生涯学習センター紹介用ムービー（ビデオ）

遊佐町生涯学習センター

第65回 山形県自作視聴覚教材コンクール第65回 山形県自作視聴覚教材コンクール
受賞おめでとうございます！受賞おめでとうございます！



古
代
の
息
づ
か
い
を
現
代
へ

古
代
の
息
づ
か
い
を
現
代
へ

〜
遊
佐
町
の
文
化
財
紹
介
〜

躍
動
す
る
遊
佐
っ
子

躍
動
す
る
遊
佐
っ
子
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本
が
好
き
な
子
ど
も
を
育
む

（
遊
佐
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の
テ
ー
マ
）

　

小
山
崎
遺
跡
で
は
約
６
０
０
０
年
前
の

小
規
模
な
貝
塚
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貝
塚
は
、
貝
殻
が
た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ

た
「
ゴ
ミ
捨
て
場
」
で
、
食
べ
か
す
や
壊

れ
た
道
具
な
ど
も
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
た
だ
の
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は

な
く
、
自
然
の
恵
み
や
道
具
に
感
謝

し
、
供
養
と
再
生
を
願
っ
た
「
も
の

送
り
の
場
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

小
山
崎
遺
跡
の
貝
塚
は
ほ
と
ん

ど
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
で
す
が
、
こ
の
シ

ジ
ミ
は
河
口
な
ど
の
淡
水
と
海
水

が
入
り
混
じ
る
場
所
に
生
息
し
ま

す
。
当
時
は
今
よ
り
も
暖
か
く
海
水

面
が
高
か
っ
た
た
め
に
、
小
山
崎
遺

跡
の
近
く
に
ま
で
海
が
入
り
込
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
す
ぐ
そ

ば
で
採
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
貝
塚
は
当
時
の
生
活
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
日
本
の
土
は
酸
性
で
骨
な

ど
が
残
り
に
く
い
の
で
す
が
、
貝
塚

で
は
貝
殻
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出
し
、

小
山
崎
遺
跡
の
貝か

い
づ
か塚

「
開
花
〜
地
域
に
貢
献
し
、
咲
き
誇
る

遊
佐
中
へ
〜
」
を
め
ざ
し
て

遊
佐
町
の
文
化
財　

そ
の
27

土
壌
が
中
和
さ
れ
る
た
め
、
食
べ
ら
れ
た

動
物
の
骨
の
ほ
か
、
鹿
の
角
や
骨
で
作
ら

れ
た
道
具
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

小
山
崎
遺
跡
で
は
、
ス
ズ
キ
や
サ
バ
な

ど
の
骨
や
鹿
角
製
の
髪
飾
り
も
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
貝
塚
の
下
層
か
ら
は
男

女
複
数
体
の
人
骨
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、

お
墓
が
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
問
／
教
育
課
文
化
係　

☎
72－

５
８
９
２

■
開
館
時
間

　

平　

日　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時

　

土
日
祝　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
休
館
日　

６
日
㈪
・
21
日
㈫

■
問
☎
72

－

５
３
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72

－

５
３
０
１

　

tosho@
yuzam

achi-yam
agata.or.jp

●
朗
読
を
楽
し
む
会（
一
般
向
け
朗
読
会
）

　

３
月
４
日
㈯　

14
時
〜

●
読
み
聞
か
せ
講
座
《
小
学
校
編
》（
図
書
館
講
座
）

　
※
参
加
無
料
、要
事
前
申
込（
10
日
㈮
ま
で
）

　

３
月
26
日
㈰　

15
時
〜

◆
え
い
が
わ
ー
る
ど（
幼
児
〜
児
童
向
け
短
編
上
映
会
）

　

３
月
11
日
㈯　

10
時
30
分
〜

◆
わ
く
わ
く
ら
ん
ど（
０
〜
３
歳
向
け
お
は
な
し
会
）

　

３
月
16
日
㈭　

10
時
30
分
〜

◆
ま
ほ
う
の
じ
ゅ
う
た
ん
・
お
は
な
し
会（
素
語
り
）

　

３
月
18
日
㈯　

10
時
30
分
〜

◆
お
は
な
し
ひ
ろ
ば（
子
ど
も
向
け
お
は
な
し
会
）

　

３
月
25
日
㈯　

10
時
30
分
〜

▼
不
明
資
料
が
93
点
あ
り
ま
す
！

　

蔵
書
点
検
は
、
図
書
館
の
す
べ
て
の
資

料
等
の
所
在
を
点
検･

確
認
す
る
『
図
書

館
の
棚
卸
し
』
で
す
。
不
明
資
料
は
、
貸

出
手
続
が
な
く
、
蔵
書
点
検
で
も
所
在
を

確
認
で
き
な
か
っ
た
資
料
で
す
。
本
を
借

り
る
と
き
は
、
必
ず
貸
出
手
続
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

本
校
で
は
今
年
度
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
地
域
や
社

会
へ
の
様
々
な
貢
献
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
四
月
の
熊
本
地
震

へ
の
街
頭
募
金
活
動
、
七
月
の
遊
佐
駅
の

清
掃
や
観
光
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
十
二
月

の
町
内
福
祉
施
設
と
の
交
流
活
動
や
歳
末

助
け
合
い
街
頭
募
金
活
動
で
す
。
活
動
の

主
体
は
生
徒
会
執
行
部
で
す
が
、
中
に
は

学
年
や
学
級
の
自
発
的
な
取
り
組
み
も
あ

り
、
有
志
の
生
徒
が
参
加
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

学
校
全
体
の
自
己
有
用
感
も
さ
ら
に
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
遊
佐
中
学
校
）

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

蔵
書
点
検
結
果
に
つ
い
て

蔵
書
点
検
結
果
に
つ
い
て

33
月
の
利
用
案
内

月
の
利
用
案
内

縄文人の頭蓋骨貝塚の上から発見された髪飾り
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皆
さ
ん
は
、
身
近
に
悩
み
を
打
ち
明

け
ら
れ
る
人
が
い
ま
す
か
？

　

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
に

つ
れ
、
独
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
か
ら

は
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

去
る
二
月
二
日
、
民
生
児
童
委
員
を

対
象
に
「
大
切
な
人
の
悩
み
に
気
づ
き
、

向
き
合
う
方
法
〜
助
け
合
い
、
支
え
合

う
地
域
を
目
指
し
て
〜
」
と
題
し
、
秋

田
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
保
健
学

専
攻
准
教
授
の
佐
々
木
久
長
先
生
の
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
大
切
な
こ
と
は
「
地
域
の
つ
な
が

り
」
で
す
。
傾
聴
（
優
し
い
言
い
方
、

否
定
し
な
い
態
度
）
を
心
が
け
る
こ
と

で
地
域
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
落
ち

込
ん
だ
時
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
と
た

と
え
解
決
し
な
く
て
も
、
気
持
ち
が
す

っ
き
り
し
ま
す
。
身
近
な
人
か
ら
「
大

丈
夫
？
」「
ち
ょ
っ
と
心
配
で
声
を
掛

け
た
よ
」
な
ど
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と

ホ
ッ
と
し
ま
す
ね
。
身
近
な
人
が
い
つ

も
と
違
う
様
子
の
時
は
「
な
ん
だ
か
い

つ
も
と
違
う
よ
、
私
で
よ
か
っ
た
ら
話

し
て
み
て
」
と
声
を
掛
け
て
み
ま
し
ょ

う
。「
気
に
掛
け
る
」
と
い
う
こ
と
が
、

地
域
で
の
見
守
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

健　康　カ　レ　ン　ダ　ー

助
け
合
い
、
支
え
合
う
心

〜
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
〜

日にち 受　付 事　業　名 対　　　象
3／9㈭ 9：15～

9：30受付 9～10か月児育児相談 平成28年5月～6月生まれの方

3／15㈬ 9：30～
9：45受付 １歳児歯科健診 平成28年1月～3月生まれの方

3／16㈭ 13：00～
13：15受付 １歳６か月児健診 平成27年8月～9月生まれの方

4／14㈮ 13：00～
13：15受付 ３歳児健診 平成25年12月～

平成26年1月生まれの方

※母子健康手帳の交付について
・母子健康手帳の交付（妊娠届）は、毎週月曜日13時30分～15時に行います。
月曜日に都合がつかない方は、事前にお電話をください。

・印鑑と、マイナンバーがわかるもの（マイナンバーカードまたは通知カード）
をお持ちください。

・母子健康手帳は妊娠11週までに交付を受けましょう。
※幼児の健診においでの際は歯みがきをすませ、歯ブラシをご持参ください。
●問／健康福祉課健康支援係（防災センター内）　☎72‒4111

くらしの情報
こ　こ　ろ　の　相　談　窓　口
～ひとりで悩まずご相談ください～

♥健康福祉課健康支援係 ☎72‒4111（平日8：30～17：15）
♥庄内保健所地域保健福祉課 ☎0235‒66‒4931（平日8：30～17：15）
♥山形いのちの電話 ☎023‒645‒4343（13：00～22：00年中無休）

齋藤　修
しゅうご

吾くん
　　　　　H25. 9.16生まれ
　　　まりちゃん
　　　　　H27. 4. 2生まれ
父：宏之さん　母：智子さん

わが家の

お正月におっきいおばあちゃんのお家に泊まってきたよ！お正月におっきいおばあちゃんのお家に泊まってきたよ！
野沢下

2
月
８
日
の
歯
科
健
診

で
む
し
歯
が
一
本
も
な

か
っ
た
お
友
だ
ち
を
紹

介
し
ま
す
。

00
えらいねえらいね

すごいねすごいね

髙橋　　心
こころ

ちゃん
（六日町）

こここころ

土門　望
み き

希ちゃん
（上藤崎二）

み きき

石井　樹
じ ゅ り

里くん
（女　鹿）

じ ゅ りじ ゅ りゅ りじ

舘澤　旭
あ さ ひ

陽くん
（六日町）

あ ささ ひひ

阿部　総
そ う ま

真くん
（下長橋）

そ うう まま

石山　聖
せ ら

愛ちゃん
（谷地上）

せ ら

富樫　莉
り む

舞ちゃん
（宿町一）

りり む

伊藤　　迅
じん

くん
（杉沢南）

じじんん

伊藤　正
まさあき

章くん
（大　楯）

ままさあきさあき

綱淵　翔
しょうま

真くん
（服部興野）

しょうまま

高橋　葉
は な

梛ちゃん
（横町一）

は な

阿曽　海
か い

生くん
（六日町）

か いい

池田　柚
ゆ あ

愛ちゃん
（東宮田）

ゆ あ

声
を
掛
け
た
方
が
い
い
か
ど
う
か
、

悶
々
と
し
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
相
手
は
聞
い
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、

「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
」

「『
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
言
葉
を
使
う

こ
と
」
が
大
切
で
す
。
お
互
い
に
相
手

を
認
め
、
尊
重
、
尊
敬
、
信
頼
、
お
互
い

さ
ま
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
。
普
段
か

ら
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
世
間
話
が
で

き
て
い
る
関
係
だ
か
ら
こ
そ
悩
み
や
困

り
ご
と
を
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

悩
み
は
深
く
な
る
ほ
ど
相
談
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
い
ろ
ん
な
人
が
関
わ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
い
つ

で
も
民
生
児
童
委
員
や
保
健
師
等
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
／
健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係

　
　
　

☎
72

－

４
１
１
１

　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
71

－

２
１
３
０
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子育て子育て
カレンダーカレンダー

保育園
問・申込み先

◎遊佐保育園　☎72-2248　　◎藤崎保育園　☎76-2008
◎吹浦保育園　☎77-2031　　◎子どもセンター　☎72-5858
◎子育て支援センター（子どもセンター内） ☎72-2809

育児相談（電話・面接）　　 毎週月曜日～金曜日　9:00～17:00
子育てサロン（センター一般開放）

わくわくめーる

未就学児、小学生のお子さんとそのご家族の皆さんであればどなたでもご利用できます。
未就学児のお子さんは、必ず保護者の付き添いのもと危険のないように遊ばせてくだ
さい。

毎週月曜日～日曜日　9:00～17:00（16：45でお片付け）

各事業の詳細は支援センター発行の「わくわくめーる」で
お知らせしています。Aコープ吹浦、ツルハ、セイムス、エルパ、
図書館に置いてあります。

今月の 0・1広場

今月の のびのび広場

今月の ゆざっこ広場

今月の すくすくクラブ

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

17 金 0・1広場 9：30～
11：30 子どもセンター

身体測定をします｡ 保健師
さんがいますので、その場
で相談もできます。母子手
帳をお持ちください。

なし

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

2 木 のびのび
広場

9：30～
11：30 子どもセンター

２歳以上児の身体測定が出
来ます。測定カードを用意
しています。

なし

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

3 金 ひなまつり会 10：00～11：30
子ども
センター
集会室

３月３日はひなまつ
りですね。ひなまつ
りケーキ寿司を作っ
て、みんなでお祝い
しましょう！男の子も
ぜひ来てくださいね。
持ち物…エプロン、
三角巾（大人用・子
ども用）、子ども用
スプーン・フォーク

2/13㈪～3/2㈭
子育て支援センター
先着15組

日 曜日 事業 時間 場所 内容 申込締切

14 火 おわかれ会 10：00～11：30
子ども
センター
集会室

一緒に活動をしてき
たお友達とのお別れ
会です。１年を振り
返りながら、楽しく
過ごしましょう。

すくすくクラブ
はサークル活動
です。平成29年
4月からのメン
バーを募集して
います。興味の
ある方はスタッ
フまで声を掛け
てください。

※各事業の内容は毎月の広報ゆざで随時お知らせしますが、日程が変更になる場合もあ
りますのでご了承ください。また、各事業の申込は電話でもお受けします。

※町内各保育園の支援スペースも開放しております。遊びに行く際は、各保育園にお問
い合わせください。

遊佐町の人口
計／14,325（‒15）
男／ 6,797（‒10）
女／ 7,528（‒ 5 ）

世帯数／ 4,987（‒ 3 ）
※1月末現在（　）内は前月比 

1月11日～2月10日届出分

3月
1. 5 富　樫　悠

ゆう

　琳
り

くん
 　（一生・彩） 宿町一

1. 6 武　田　優
ゆ

　依
い

ちゃん
 　（和樹・美恵子） 中藤崎

1. 6 佐々木　　　澪
れい

ちゃん
 　（義崇・彩香） 中吉出

1. 9 佐　藤　一
いち

　花
か

ちゃん
 　（健一郎・かすみ） 下吉出

1.10 池　田　　　丈
じょう

くん
 　（隆晃・智恵美） 東宮田

1.11 伊　藤　由
よし

　雪
ゆき

くん
 　（大介・仁美） 大　楯

1.21 佐　藤　蓮
れん

　哉
や

くん
 　（信哉・三香子） 大蕨岡

1. 7 渋　谷　有　次（74） 五日町
1.12 後　藤　初　瀨（89） 金　俣
1.13 佐々木　良　哉（82） 下野沢
1.13 今　野　律　子（61） 西谷地
1.15 池　田　　　登（91） 千本柳
1.15 髙　橋　美惠子（89） 丸　子
1.16 加　 　敬　二（62） 八日町
1.16 佐　藤　正　男（77） 青　塚
1.16 土　門　秀　雄（87） 女　鹿
1.17 後　藤　　　博（85） 北　目
1.18 伊　藤　慶　子（81） 横町三
1.18 加　藤　伊太郎（85） 出　戸
1.19 髙　橋　末　子（75） 八日町
1.22 石　垣　正　基（77） 五日町
1.22 太　田　與五郎（95） 横町三
1.25 佐　藤　キ　エ（90） 下当下
1.26 奥　山　慶　子（89） 田　中
1.30 佐　藤　輝　行（62） 下吉出
1.30 佐　藤　詔　三（72） 六日町
1.30 池　田　市　雄（90） 女　鹿
2. 1 髙　橋　喜 子（92） 八日町
2. 2 石　川　　　誠（72） 富　岡
2. 7 小　松　キ　ン（85） 上長橋
2. 7 阿　部　昭　吾（87） 宿町一
2. 8 石　垣　絹　子（91） 服　部
2. 9 土　門　あ　い（89） 下小松
2. 9 三　浦　フヂ子（84） 中藤崎
2. 9 阿　部　あや （94） 北　目
2. 9 鈴　木　　　武（82） 布　倉

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

2. 2 今野　　望♡加奈 岩　野
ご結婚おめでとう
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広
報

平
成
29年

3
月
◎
 N
o.673　

編
集
／
遊
佐
町
広
報
委
員
会
　
発
行
／
遊
佐
町
長
　
時
田
 博
機
　
印
刷
／
株
式
会
社
光
印
刷
　
問
／
企
画
課
企
画
係
☎
72-4523

佐
藤
政
養
の
あ
し
あ
と

増
田　

恒
男

　昨年は「ふるさとCM大
賞」「バナナマン」等が笑
いの中、町内を紹介されま
した。今でも余韻が残って
いて話題になっています。

　話は変わりまして、これからは電子機器の
発展に沿った情報の発信も検討されればと思
っています。例えばフェイスブック等を活用
し、利用している人たちの町内情報を可能な
限り全国に拡散できないものかと思いながら
拝読し、投稿しています。

広報担当 高

表
紙
の
写
真

表
紙
の
写
真

雑感

か
し
ら
昶
次
郎
と
親
密
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
察
し
た
政
養
は
仲
人
を

買
っ
て
で
、
同
年
６
月
20
日
弥
七
に
縁

談
の
承
諾
を
求
め
、
９
月
20
日
弥
七
方

で
結
婚
式
を
あ
げ
さ
せ
た
の
で
す
。
昶

次
郎
26
歳
、
お
徳
24
歳
で
し
た
。

　

昶
次
郎
の
一
子
百
太
郎
は

　

「
文
久
三
年
丁
亥
六
月
廿
日
縁
談
申

し
入
れ
、
佐
藤
与
之
助
仲
人
を
以
っ

て
同
年
九
月
廿
日
、
大
坂
南
鍋
屋　

町
大
和
屋
弥
七
方
に
於
い
て
結
婚
の

式
を
行
う
…
」

　

と
の
覚
書
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

海
舟
・
政
養
た
ち
は
兵
庫
へ
移
り
、

神
戸
海
軍
操
練
所
や
勝
海
軍
塾
で
活
動

を
始
め
ま
し
た
が
、
程
無
く
そ
れ
ら
が

閉
鎖
と
い
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

慶
応
元（
１
８
６
５
）年
、
神
戸
を
去

っ
た
龍
馬
や
昶
次
郎
た
ち
は
、
薩
摩
の

小
松
帯
刀
の
後
押
し
に
よ
り
長
崎
へ
行

き
、
亀
山
社
中
を
設
立
し
ま
す
。
昶
次

郎
は
社
中
で
も
才
能
を
フ
ル
に
発
揮
し

ま
し
た
が
、
慶
応
２（
１
８
６
６
）年
１

月
あ
る
理
由
で
自
死
さ
せ
ら
れ
た
の
で

す
。
29
歳
の
生
涯
で
、
お
徳
と
は
ほ
ん

の
短
い
結
婚
生
活
で
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
は
、
昶
次
郎
が
長
州
藩

の
汽
船
購
入
の
斡
旋
を
し
た
際
、
長
州

藩
か
ら
得
た
報
償
金
で
の
イ
ギ
リ
ス
密

航
計
画
が
露
見
し
、
同
志
か
ら
社
中
の

規
約
違
反
を
責
め
ら
れ
た
、
と
一
般
的

に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昶
次
郎
の
ご
子
孫
千ち

か
み頭
輝
雄
氏（
高

知
市
在
住
）は
こ
の
説
に
疑
問
を
持
た

れ
、
購
入
し
た
汽
船
に
伴
う
長
州
・
薩

摩
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
罪
を
背
負
わ
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
料

の
検
証
を
と
お
し
真
実
を
追
究
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
昶
次
郎
が
、
龍
馬
の

陰
の
存
在
と
し
て
の
み
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
、
歯
痒
い
思
い
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
昶
次
郎
が
、
龍
馬
の
陰
の

存
在
と
し
て
の
み
知
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
、
歯
痒
い
思
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
海
舟
、
龍
馬
の
陰
の
存
在

と
さ
れ
て
い
る
政
養
と
、
立
場
を
同
じ

に
し
て
い
る
と
い
え
で
る
で
し
ょ
う
。

　

平
成
23
年
４
月
、
近
藤
昶
次
郎
顕
彰

碑
が
長
崎
に
建
立
さ
れ
、
碑
面
に
は
昶

次
郎
の
和
歌

　

「
憂
き
雲
の
立
ち
覆
ふ
な
る
浮
世
な

り
消
へ
な
ば
こ
れ
を
形
見
と
も
み
よ
」

　

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

政
養
は
、
昶
次
郎
の
死
を
知
ら
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
政
養

の
想
い
を
知
る
史
料
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。

　

い
つ
の
日
か
、
佐
藤
政
養
顕
彰
会
と

近
藤
昶
次
郎
顕
彰
会
と
が
連
携
を
と
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
政
養
が
、
才
能
を
高
く
評
価
し

た
塾
生
に
近
藤
昶
次
郎
が
い
ま
し
た
。

　

天
保
９（
１
８
３
８
）年
高
知
城
下
の

餅
菓
子
商
に
生
ま
れ
た
昶
次
郎
は
、
向

学
心
に
富
み
、
は
じ
め
は
土
佐
の
河か

わ
だ田

小し
ょ
う
り
ょ
う
龍
に
学
び
、
こ
こ
で
坂
本
龍
馬
と
出

会
い
ま
し
た
。
や
が
て
江
戸
へ
の
ぼ
り

安あ
さ
か
ご
ん
さ
い

積
艮
斎
の
門
に
、つ
い
で
文
久
２（
１

８
６
２
）年
に
勝
海
舟
塾
に
入
門
し
て

い
ま
す
。
翌
３（
１
８
６
３
）年
に
は
土

佐
藩
庁
よ
り
、
学
問
精
励
と
器
量
が
評

価
さ
れ
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
近
藤

姓
を
名
乗
り
ま
し
た
。

　

文
久
３
年
、
海
舟
が
大
坂
の
専
称
寺

で
海
軍
塾
を
開
い
た
と
き
、
種
々
便
宜

を
図
っ
て
く
れ
た
の
が
南
鍋
屋
町
の
会

所
主
大
和
屋
弥
七
で
し
た
。
弥
七
に
は

美
人
と
評
判
の
娘
お
徳
が
い
て
、
い
つ

第
36
回政

養
と
近
藤
昶ち

ょ
う
じ
ろ
う

次
郎近藤昶次郎肖像

　２月３日の節分には、子どもセンターで「豆まき」が行
われました。手作りの鬼のお面とマスを持って、「おには～
そと！」と元気に豆まき。鬼に扮した職員も登場して、大
盛り上がりの節分となりました。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

「
豆
ま
き
」

近藤昶次郎墓（長崎・皓台寺）


